
別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 窃 電静 遠藤隆盛島
区。分 事 由 I 費 目 盆 額句

、

小計

" I交通費 [旅費

11調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料
d 

、 会場費 講師謝金

|出席者負担令 1 会費 、t 交通費、

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費
L 

、

資料作成費 も |食糧費 、

(, ¥ |振込料 J 

|会場費 |交通費

自動車燃料費 l資料作成費

|広報 費会派市議会だより発行 |広報誌鍋) 干271 ， 150 報告書等印刷費 f 
￥423， 775 

|送料(折込料含む! V1 52, 62.5 |掲ワ載エ代ブペ;ージ「

茶菓子代 振込料

会場費
J 

|交遇費

広' 聴 費 自動車燃料費 |資料作成費

l茶菓子代 振込料 F 

J 

l交通費 |旅費
要請・

自動車燃料費 |抽

陳情活動費 |貝'1'"T， rfJfoA

振込料

会場費 交通費, 

6 |会議 費 自動車燃料費 資料作成費

鍍込料

印刷製本費 i翻訳料
7 |資料作成費

筆耕料 |振込料
F 

法規追録代 参考図書代

18 資料購入費 購新聞読料{日刊紙) 雑誌等購読料

医21E三 振込料

賃金 社会保険料等
人 イ牛 受

一、

振込料

|備品購入費 I~ ニ支高
事務所費 |油会壬閉 曲

印刷代明月

振込料 配送手数料

‘ |電話料等(断) l郵便料等

111 通自動信車運燃搬料費・
l 自(按動分車j先 その他 , 

2024年8月 20 日J 現金出納簿支出年月日
支出番号 1 合計 害423， 775 



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

, 

白、.

※該当する区分立ο印区 分 費目名
( 

ù広報費1 調査研究費 2. 研修費 4 広聴費. v 

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 広報誌(紙)

10 事務所費、 11' 通信運搬ブ白動車燃料費(郵便料等j 支出費目を記入ー
/ 

支出目的
「市議会だより」の印刷費用

(支出。事由)

、

一'

会派発行市議会だより 42， 500 枚を印刷

t 内 生$・
、

、ー

支出牛月日 町支 、出 先 支出金，額

'・

2024 年 8 月 20 日 有限会社'郡山共同印刷 27 1.， 150 円

上記めとおり支出します。 '/ 

遠藤医重量合議員氏名

1 支出番号

l j 領主"'註持率主義寄与ギ奈811康司iiJJ:J11: ， -

乍 ;三一三; 一 J台一J杢一全全杢

;戸 三三三三止ι己一J主〉べべJ三LLJIlIt?h:三主‘j乙己三什引""二三三Zご三':1
丙戸-""- 芝芝i -:三;三己;:1 ::-!H三三三--'，"三:\"':".'ミ:i-，: 1!Ì，三三1:fι:主存:;L詰立払卒必会釘一:;1=~η:字よt i，伊帆:訴ぬ約4恥勾丙伝， '三記-三竺:ト円-与: : :i ;じλJ: 
現現 苦手

;1~' iﾘ:( ，手- , ::', :~/， '玲総ぷ準~*/f'!t人J手紙主領恥ぷ上:弘元， , 
y 選常事院最適嚢等製，ti?1'l別研~J~i: 一二

:f-~，一一形ー ーー ;ーー メー 習睡迫函応蕊き'2ilt."I子高紘一4ぶf.J.一一一ーーーふ いi.._~.~ ---_. -_.._--_._--~~~~ ._~----.~-~.... 

-1 消長繍挙r頭; ー:;Z機義国圃圃圃園圃圃圃圃雇献iiI:

!ι三日;じ三三;三三:?ij:!予町色吋吋?問吋色?1f土rj1Y(fι月担とιι!1L三:三与三---:三----Li=--ι-::--=:;--;;-;-t

※複数の領収書等を貼る場ぺ令き fは土、重ならないように貼付して，ください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に助付してくだざい。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

i
;
i
z
s
 、

J ・ 0



理票、整等書領収

別記第11号様式

、.

且領収書及び料金内訳明細書等貼付楠

¥ 

請求書

鎚車日本共産党郡山市議団

.圃

金額

246,500 
.138,750 

単価

、5.80

3.70 

数量 単位

42，500 枚

37，500 枚

備考区分 内容

市議会だより 6月議会

新聞折込 8月 11日朝刊

385,250 
38,525 

￥423.775 

小計

税 0.0%)

合計金額(円)

4 主・
・、:.- ..;.... 

, 

‘・.、』 . 
、ー.

, 
, .・ z

命を

、'..; 10" 

-、ー, 
ト

ー、ー

¥ 

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

024・932・6958

会社名

電話

携帯

電子メール

';\~.!~i' ァー 6

:/rtì~. \'ぎヘ.

~t;);\; ~:"~.' :.; . '( ", ': 

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東銀行 本店営業部・

銀行・支店ヨード: 0514/030 

口座醤号:普通 1311317

, 

¥ 

L 

f 

.※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



ば報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 皿X .' 382mmX 2 面= • 207, 808 nua ・・・ 1

2 対象外面積'

① mmX 皿皿= m武
、

② mmX mm= Imfi 

@ IIlIijX 血血= Imfi 
の

@ JimiX' mm= Imfi " 

⑤ mmX mm= IIIa-

d 計 oImfi・・・誼

• 3 按分割合
五-;- .i X 100 対象外按分率 0 ・%ー

4 対象経費算出
, 

支出額 271, 150 円 ﾗ 対象外按分率 o .%. 0 円・. . III 
/ 

(王円以下切り上げ)・ e

支出額 271 ， 150 円 ァ 温=対象経費 271; 150 ・円

• 

1 

、、



や
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6
月
議
会

報
告物価高に置しむ市民生活応擦の施策を

ユ'Jz

川

6

月
定
例
会
で
は
、
市
提
出
の
お
議
案
が
賛
成
多
数
で
成
立
し
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団

は
、
そ
の
う
ち
「
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
議
案
」
「
母
子
生
活
支
援
施
設
廃
止
条
例

議
案
」
「
国
保
税
条
例
改
正
議
案
」
の
6

件
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
6

月
白

日
に
行
っ
た
遠
藤
議
員
と
岡
田
議
員
の
市
政
一
般
質
問
と
、
初
日
の
閉
会
日
に
岡
田
議
員
が
行

っ
た
反
対
討
論
に
つ
い
て
お
知
ら
ゼ
し
ま
す
。

介|堕
護|量
保|邑
険|示
SX..II l '-一一・
帯サ 1 fT
、|つ

国|た
保|一

説|撃
の|闇
市 I ~i 
民|次
負|り

患 I~
限|芸
界|す
! ( 

質
問
・
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
事
業
主
負
担
が
な
い
た
め
、
加
入
者
の
所
得
が

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
会
け
ん
ぼ
や
共
済
組
合
な
ど
と
比
較
し
約

2

倍
の
加

入
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
軽
減
税
率
世
帯
が
6

割
、
滞
納
者
が
1

割
と
い
う

現
実
は
、
制
度
そ
の
も
の
に
構
造
的
欠
陥
が
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
e
2
0

1
4

年
に
、
全
国
知
事
会
が
公
費
ヱ
兆
円
投
入
し
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
協
会
一

け
ん
ぽ
並
に
引
き
下
げ
る
よ
う
国
に
要
望
し
た
が
、
そ
の
後
大
き
な
改
善
は
な
一

Fく
叩
年
が
経
過
し
て
い
る
。
最
近
の
物
価
高
騰
を
み
れ
ば
、
市
民
に
余
裕
は
な

7

い
。
今
す
ぐ
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。
一

答
弁
'
本
市
と
し
て
も
、
国
に
よ
る
一
層
の
財
政
支
援
の
拡
充
が
必
要
と
認
織
し
て
お
一

り
、
昨
年
度
も
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、
3

回
に
わ
た
り
要
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
今
後
も
要
望
し
て
い
く
、

」

質
問
;
教
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
に
は
、
中
教
審
が
出
じ
た
「
審
議
の
ま
と
め
」

は
、
現
場
の
芦
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
何
よ
り
一
人
一
人
の
持
ち
時
間
を
適

正
に
し
、
そ
の
た
め
に
教
員
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。
さ
ら
に
、
こ
の
間
減
ら

さ
れ
た
基
本
給
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
い
っ
た
大
胆
な
改
革
が
必
要
で
は
な

い
泊
。

答
弁
:
市
教
委
と
し
て
、
私
立
学
校
教
職
員
安
全
衛
生
推
進
会
議
を
年
3

回
実
施

し
、
教
職
員
の
勤
務
状
況
や
職
場
環
境
の
課
題
及
び
改
善
点
に
つ
い
て
協
議
し
、

そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
全
市
立
学
校
へ
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
教
職
員
の

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
毎
年
実
施
し
、
校
長
が
面
談
等
を
通
し
て
、
職
場
環
境

の
工
夫
改
善
に
努
め
て
い
る
。
各
学
校
の
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を
ま
と
め

た
事
例
集
を
共
有
し
て
い
く
。

質
問
:
大
阪
・
関
西
万
博
は
、
3

月
初
日
に
建
設
会
場
工
事
中
に
メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆

ー
発
事
故
が
発
生
L

、
そ
の
後
も
敷
地
内
の
多
く
の
箇
所
か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
有
毒

ガ
ス
の
発
生
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
開
催
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
回
く
っ
き
の

催
し
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
修
学
襲
付
先
と
し
て
‘
言
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
目
修
学
旅
行
先
は
、
各
学
校
が
決
定
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、
大
阪
・
万
博

が
最
先
端
の
知
見
に
触
れ
る
機
会
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
教
委
の
依
頼

を
受
け
文
章
を
発
出
各
学
校
に
情
報
を
提
供
し
た
。
今
後
も
必
要
な
情
報
の
収
集
及

び
発
信
に
努
め
て
い
く
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

ム
悌
瀬
清
ゆ
頃
峰
崎
晴
岡
阿
川
同
」

質
問
;
今
、
日
本
が
経
済
低
迷
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
労
働
者
の
賃
上
げ
の
必
要

性
が
政
府
側
か
ら
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
に
初
年
も
か
け
て
つ
く
ら
れ

て
き
た
労
働
者
の
低
賃
金
構
造
を
打
破
す
る
に
は
、
政
府
が
で
き
る
労
働
者
の
賃
金

改
善
策
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
し
か
方
法
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
国

の
最
低
賃
金
は
、
時
給
1
、

7
0
0

円
1
2

，

0
0
0

円
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
さ
ら

に
高
額
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
2
0
2
3

年
度
全
国
平
均
で
時
給
l
，

0
0
4

円
、
福
島
県
は
9
0
0

円
と
い
う
低
額
だ
。
大
至
急
べ
時
給
1
9
5
0
0

円
に
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
ν

郡
山
市
長
や
近
隣
市
町
長
、
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
長
、
県
中
地
方
娠
興
局

長
な
ど
が
連
名
で
、
郡
山
商
工
会
議
所
な
ど
経
済6
団
体
応
対
し
、
昨
年
6

月
「
賃

金
及
び
初
任
給
の
引
き
上
げ
」
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
さ
ら
に
市
と
し
て
賃
金
引
上

げ
や
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
、
国
の
助
成
金
の
上
乗
せ
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
、
東
北
経
済
産
業
局
や
福
島
労
働
局
と
連
携
し
て
事
業
者
や
経

済
団
体
に
対
し
、
働
き
か
け
て
い
く
。
〕

質
問
:
学
校
司
書
の
給
与
に
つ
い
て
、
先
の
質
問
で
も
ご
日
5
時
間
と
い
う
勤
務

時
間
で
は
不
十
分
、
せ
め
て
後

1

時
間
必
要
」
と
い
う
学
校
司
書
の
声
を
取
り
上
げ

た
が
残
念
な
が
ら
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
改
め
て
週
初
時
間
へ
の
勤
務
時
間
拡
大
を

求
め
る
。

答
弁
:
2
0
2
3

年
度
3

学
期
に
行
っ
た
「
勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
報
告
」
で
は
、

勤
務
時
間
に
「
余
裕
が
あ
っ
た
」
「
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
」
が
M
%
で
1

学
期
よ
り

m
%
増
加
し
た
。
ま
た
M
年
2

月
に
校
長
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
(
学

校
奇
警
の
勤
務
時
聞
が
)

現
在
の
時
間
で
「
ち
ょ

う
ど
よ
い
」
が
臼
%
と
な

っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
時
間
内
で
効
率
的
に

業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。

M
M
V
E
E
可

'
V
F
E

月

k

譲

7

'
S
1市
年

A
E
E
.
H
U
-
A
『

n
d

君
位

金
一
一
一
心

議
日
付A

1
1

日
附

晴

郡山市朝日一丁目 23-7
TEI 024-924-2521 

農
業
政
策
に
つ
い
て

質
問
:
郡
山
市
の
農
家
数
は
、

2
0
1
0

年
5
7
4
6

戸
、

2
0
1
5

斧
4
3
7
2

戸
、

2
0
2
0

年
3
6
1
1

戸
と

。
急
激
に
減
少
し
て
い
る
。
農

水
省
の
統
計
資
料
で
見
れ
ば
、
稲
作
農
家
の
年
間
農
業

所
得
は
た
っ
た
の
1
方
円
、
時
給
に
す
れ
ば
印
円
に
し

か
な
ら
な
い
。
と
あ
る
よ
う
に
「
農
業
で
は
生
活
で
き
な

い
」
現
実
が
、
そ
の
原
因
と
い
え
る
。
国
が
進
め
る
農

業
の
大
規
模
化
、
集
約
化
、
農
産
物
輸
入
拡
大
の
方

向
で
は
な
く
、
家
族
農
業
、
小
規
模
農
家
を
守
る
施

策
こ
そ
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
2
0
2
2

年
策
定
の
「
第
4

次
郡
山
市
食
と
農
の

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
農
業
法
人
や
認
定
農
業
者
を

は
じ
め
、
地
域
計
画
の
中
で
担
い
手
に
位
置
付
け
ら
れ

た
幅
広
い
農
業
者
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
多
様
な

担
い
手
に
よ
る
農
業
生
産
の
向
上
や
農
村
コ
ミ
ユ
一
一
一
ア

l

の
維
持
な
ど
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
国
の
「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
米

や
大
宣
な
ど
に
加
え
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
地

形
成
の
た
め
の
輸
出
用
米
、
そ
ば
等
を
作
付
け
し
た
農

業
者
に
対
し
、
昨
年
度
は

1
0
4
2

件
、
約
9

億
9

千

万
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
第
5
次
基
本
計
画

に
よ
り
、
農
業
法
人
か
ら
家
族
経
営
農
業
ま
で
の
多
様

な
農
業
者
が
、
営
農
を
継
続
で
き
る
潔
境
聾
備
を
位
置

づ
け
、
本
市
の
農
業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展
に
つ
な

が
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

安「国の『被災児童生徒就学支媛等事業』の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書J の提出を求める請願
東日本大震災で被災し、経済的理由による就学等が困難な子どもを対象に「被
災児童生徒就学支援事業J を令和 7年度以降も全額国庫で支援する「被災児童生
徒就学支援事業J の継続と十分な就学支援にJ必要な予算確保を国へ要望する意見
書を提出すること.

'*県に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書」提出につ
いての請願
県内の35市町村が学校給食費を無償化L 、 19市町村が一部補助を実施していま
す.値上げ分のみの補助などを加えれば95%の自治体が何らかの形で学校給食費
の保護者負担軽減の措置をとってL 、ますz 国に学校給食費無償化を促すためにも、
県としての積極的な施策が必要ですe 県に対して学校給食費無償化を実施するよ
う意見書を提出すること。

安市地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書

2025年度政府予算また地方財政の検討にあたっては、現行の地方一般財源水
準の確保から一歩を踏みだし、日本全体として求められている賃上げ基鯛に相
応する人件費の確保まで含めた地方財政の充実、強化が不可欠となり、つきま
しでは、固に対して意見書を提出すること。



遠
藤
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

事
釦
罰
則
引

ι

• • (2) 

本
市
の
東
部
地
域
に
位
置
し
、
春
の
到
来
と
と
も
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
「
花
木
団
地
」
と
東
部
ニ
ュ
l

タ
ウ
ン
の
緑
グ
丘
東
二
丁
目
か
ら
玉
才

目
辺
り
の
「
住
宅
地
」
と
の
聞
に
本
市
が
管
理
す
る
平
坦
で
広
大
な
法
面
が

あ
り
、
雑
草
や
樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
か
ら
は
「
防
災
上

の
観
点
か
ら
除
草
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和6

年
度
予
算
の
道
路
維
持
費
は
、
約
鈎
億
7

千
万
円
が
計
よ
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
中
に
除
草
業
務
や
植
栽
の
伐
採
等
の
道
路
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
道
路
の
カ
ラ
l

舗
装
や
通
学
路
の
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
は
国
の
補
助
金
等
の
特
定
財
源
を
活
用
し
で
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
法
面
等
の
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
特
定
財
源
を
活

用
す
る
こ
と
に
で
、
よ
り
推
進
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
;
道
路
法
面
は
、
降
雨
等
の
侵
食
や
風
化
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

植
生
等
が
設
け
ら
れ
、
原
則
と
し
て
除
幕
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
野

草
の
繁
茂
に
よ
り
安
全
な
通
行
や
歩
行
者
及
び
交
通
安
全
施
設
等
の
視
認

性
を
確
保
で
き
な
い
場
合
に
、
路
肩
か
ら
1
m
程
度
を
標
準
に
除
草
し
て

お
り
、
同
区
域
に
つ
き
ま
し
で
も
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
基
準
に
基
づ
き

除
草
を
実
施
す
る
考
え
で
す
。

公
共
交
通
の
空
白
地
等
基
礎
調
査
に
つ
い
τ

市議会だより

調
査
対
象
の
一
つ
で
あ
る
八
山
田
西
一
丁
目
付
近
は
、
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、
地
域
の
交
通
安
全
協
会
の
方
か
ら
「
磐
越
西
線

の
踏
切
付
近
で
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
地
域
交
通
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
渋
滞
解
消
が
必
要
で
あ
る
」
と
伺
い
ま
し
た
。
今
般
の
事
業
に

お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
公
共
交
通
空
白
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
箇
所
の
特

定
や
渋
滞
の
要
因
等
の
調
査
を
含
め
る
こ
と
で
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
移
動
手
段
の
検
討
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

答
弁
:
福
島
県
渋
滞
対
策
協
議
会
に
お
い
て
主
要
渋
滞
箇
所
を
特
定
、
令

和
6

年
5

月
末
時
点
で
は
主
要
渋
滞
箇
所
は
お
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
空
白
地
区
等
基
礎
調
査
で
は
改
め
て
調
査
は
行
わ
ず
、
国
-

.
県
な
ど
が
保
有
す
る
交
通
の
基
礎
的
な
デ
l

タ
を
活
用
し
、
検
討
し
ま

す
。く}..一向均百五〉

業務システム標準化に関する議案に反対の理由を述べます。

政府は、 2026年3月末までに、住民基本台帳、就学、印鑑登録、国民健康保険
など自治体が行う 20事務を、国が定めた標準仕様の業務システムに移行させよ

うとしています。しかし、しんぶん赤旗によればや自治体現場からは「拙速j

との批判が噴出しており、全自治体の 1 割、 171 自治体が r25年度末までの移行

は困難」と答えており、関東地方の大手ベンダー(業務を請け負う民開業者)

関係者は「運用時に不具合が起こる可能性は十分にある J と指摘しています。

何より「全自治体のシステムを集中管理するメリットがどこにあるのかj と根

本的な疑問を述べています。実施のために職員に無理を押し付け42億円もの予

算をかけ、一部の民間企業の儲けのために全市民の個人データを提供する。こ

のような自治体行政の存在意義の否定とともとれるような事業に賛成すること

はできません。

2024年7月

直
沼
崎
ぽ
直
情
ほ
パ
」

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
の
一
っ
と
し
て
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
-
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
市
営
住
宅
の
入
居
資
格
に
つ
い
て
収
入
基

準
等
を
緩
和
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
未
就
学
児
の
い
る
子
育
て
世
帯
を
裁
量
世
帯
と
し
て
入
居
収
入
基

準
額
を
幻
万
4

千
円
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
2
0
2
3

年

ロ
月
初
日
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
ヘ
「
公
営
住
宅
を
活
用
し
た
住
ま
い
の

子
育
て
支
援
実
施
要
領
」
を
踏
ま
え
、
全
国
中
核
市
の
現
状
等
を
調
査

し
、
検
討
し
て
、
ま
い
り
ま
す
。

ん
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

~ 

(
1
)こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

こ
ど
も
誰
で
も
通
院
制
度
の
試
行
が
、
本
年
7

月
に
開
始
さ
れ
ま
す
c

未

就
園
児
が
集
団
的
な
教
育
を
受
け
、
成
長
の
機
会
が
得
ら
れ
る
こ
ど
は
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
保
育
士
の
負
担
が
増
大
し
、
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
適
正
な
保
育
が
な
さ
れ
な
い
の
で
は
と
町
思
念
さ
れ
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
'
生
後
6

ヶ
月
か
ら
2

歳
ま
で
月
一
定
時
間
ま
で
の
利
用
枠
で
保
育
施

設
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
制
度
。
公
募
に
よ
り
認
定
こ
ど
も
圏
2

施
設
と

幼
稚
園
6

施
設
が
専
任
の
保
育
士
等
を
配
置
し
通
常
の
保
育
に
支
障
が
な

い
よ
う
実
施
守
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
事
前
面
談
」
や
「
親
子

通
院
」
を
取
り
入
れ
て
双
方
の
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

(
2
)保
育
関
係
施
設
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

3

歳
か
ら
5

歳
児
の
保
育
料
は
無
償
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
保
育
関
係

施
設
に
お
け
る
給
食
費
無
償
化
の
実
絡
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
給
食
費
は
O

歳
か
ら
2

歳
児
ま
で
は
保
育
料
に
含
ま
れ
て
お
り
、
3

歳
か
ら
5

歳
児
ま
で
の
公
立
保
育
所
の
場
合
、
主
食
費

6
0
0

円
と
副
食

費
4
5
0
0

円
を
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
2
0
2
3

年
度
に
延

べ
1

万
8
7
9

人
の
副
食
費
を
免
除
し
て
い
ま
す
。
全
額
公
費
負
担
に
つ

い
て
は
、
公
平
性
や
本
市
の
財
政
上
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
0

歳
か
ら
5

歳
ま
で
の
児
童
約
4
0
0
0

人
に
対
し
て
、
-
人
に
つ

き
1

万
円
を
給
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

郡山市母子生活支援施設条例を廃止する等の条例について反対意見を

述べます。
ひまわり荘の廃止が問題になった2018年12月議会の一般質問で私は「ひまわ

り荘の入所の中止は避けられないとしても、母子生活支援施設を新たに建設す

る方向で様々な検討をすべきではないか、少なくとも条例位ついては廃止しな

いようにし、今後の検討にゆだねるべきではないかJ と指摘しました。今回提
案されているひまわり荘の解体には賛成しますが、問時に提案されている母子

生活支援を廃止することに伴う関係条例の廃止については、児童福祉法に抵触

する危険性もあるのではないでしょうか。条例の廃止に賛成することはできま

せん。

郡山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について反対意見を

述べます。
今回の改訂では、税率等のアップはなく、軽減対象の拡大など市として市民

負担軽減に努力したことは理解できます。しかし、国保の構造的問題と指摘さ

れる加入者に低所得者が多いにも拘わらず、他の医療保険と比較し、保険料の

負担割合が2倍近くにのぼるという根本の問題に手を触れようとしないため、軽

減対象世帯数が全体の60%をしめるなどといういびつな事態が継続することに

なっています。全国知事会が、加入者の保険料負担を協会けんぽ並に引き下げ

るために、国に 1 兆円の国費投入を要望してから 10年になろうとしています。

明らかに国の不作為、怠慢ともいえるもので、地方からのより強い働きかけが

必要です。 r国民皆保険制度存続のために、今すぐ国保会計に l 兆円の国費投

入を」という芦を国民世論としていくことがもとめられているのではないでし

ょうか。



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 1 

区 分 ※該当する区分にO印 費 1目名

11塑埜J三旦EI皇7 広資料報作成費費 i14B 王資料竺購入王費
ル

5 要請・陳情活動費 6 会 議 費 送料(折込料含む)

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

\>

支出目的
会派「市議会だより J を新聞朝刊に折り込む費用の支払い

(写出事由) ー司自白一ー四伺『市町.._....__.山一四司町四四』由._._.，.-崎町一"‘.......白山.胃向4山....._.._-胸骨同町輔自由岨.-叫弔問川町刷田町一村由旬山田・M崎山一白山骨戸一・ー一戸H・H・-町一一一一一田町田町田一.-叩山…同国司..._..・M・輔由甲山戸四四回一-一一ー一一-一"一例'，--一一一一一同1

、

会派「市議会だより J 37 ， 500 枚の折り込み費用

l 内 廿""'" 
町一一一一……....__....…._..._.…・戸時…….._-"・-………一一……一一……ー…一一一一…一一一/一…一一一一一一一

支出年月日 支 L 出 先 j 支出金額

2024 年 8 月 20 日 有限会社 郡山共同印刷 152， 625 円

上記の Iとおり支出します。

遠藤隆審議員氏名
J 、

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

「

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してえださい。

供※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付してくださト。
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請求書

日本共産党郡山市謹団御申

金額

2461500 

138,750 

n
u
n
u
 

-
-
8
7
 

1

・

点
目

F
D
q
d

単数量 単位

42，500・枚

37， 500 枚

備考内容

市議会だより 6月議会

新聞折込 8月 11日朝刊

.区分

385,250 
38,525 税 ~~O%)

合計金額(円)

小言f

ι4 

-‘開一

‘ J‘ 
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, 1, !・ t

I.t • -It ~屯1.1: '
白‘... 

・‘
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, ' 
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ポE
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、

' . 

￥423.775 

そのイ由の情平民

有限会社郡山共同印刷

024・932-6958

会社名

電話

携帯

電子メール

. . 
\1 .t'ず a・・ ‘炉 、

七". ~'l~ • 4 司時

主‘可"
a鈍. ~ -!ll 
. ~...~品}吉、

,l- \~'~i 川 d リ 晶司
、手;昼、、

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東.~府 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 

口座番号:普通 1311317 ,or,JP 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してくだきい。
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広報誌全体と対象外面積で按分する。

広報誌全体面積1 

ma ---i 207, 808 面=2 rnrnX 382 m皿×272 

対象外面積

m市皿皿=皿mX

rnJff 

ma 
m前rnrn= 

2 

①
②
③
④
⑤
 

m皿=

皿皿=

rnrnX 

m皿×

m皿×

IHIi rnrn= rnrnX 

H
U
 

• 
2m m
 

nu 
計

按分割合

E 

3 • 
% 。対象外按分率100 ﾗ 

対象経費算出

支出額

4 

0 円・・・出% 。対象外按分率ﾗ 円152, 625 

(1円以下切り上げ)

円止ム皐E=対象経費III 円152, 625 支出額
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一
質
問
;
教
員
の
働
き
方
改
革
の
た
め
に
は
、
中
教
審
が
出
し
た
「
審
議
の
ま
と
め
」
-

l
a
a
-
-

は
、
現
場
の
声
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
何
よ
り
一
人
一
人
の
持
ち
時
聞
を
適

島
国
圃
圃
国
一
正
に
し
、
そ
の
た
め
に
教
員
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と

J
さ
ら
に
、
こ
の
間
減
ら

-
-
a
.回
一
さ
れ
た
基
本
給
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
い
っ
た
大
胆
な
改
革
が
必
要
で
は
な

智
射
訓
引
一
い
か
。

ー
し
一
答
弁
・
市
教
委
と
し

T
、
私
立
学
校
教
職
員
安
全
衛
生
推
進
会
識
を
年3
回
実
施

園
園
田

i

一
し
、
教
職
員
の
勤
務
状
況
や
職
場
環
境
の
課
題
及
び
改
善
点
に
つ
い
て
協
議
し
、

圃
-
a
'
a

一
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
全
市
立
学
校
(
発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
全
教
職
員
の

S
拘
置
一
ス
ト
レ
ス

2
2

を
毎
年
実
施
し
べ
校
長
が
菌
警
を
通
し
て
、
職
場
環
境

l
f
h
v

一
の
工
夫
改
善
に
努
め
て
い
る
。
各
学
校
の
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
を
ま
と
め

『
匝
匝
邑
、
一
た
事
例
集
を
共
有
し
で
い40

回
同
副4
a
F
一
質
問
イ
大
阪
・
関
西
万
博
は
、3
月
お
日
に
建
設
会
場
工
事
中
に
メ
タ
ン
ガ
ヌ
の
爆

-
E
-
a

‘
一
発
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
敷
地
内
の
多
く
の
箇
所
か
ら
点
タ
ン
ガ
ス
な
ど
有
毒

盟
国
回
目
一
ガ
ス
の
発
生
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
開
催
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
日
く
っ
き
の

』
E
F
H
m
r
一
催
し
で
あ
る
。
児
童
生
徒
の
修
学
控
什
先
と
し
て
‘
品
さ
わ
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

圃
肝
七
一
答
弁

ρ
:

修
学
旅
行
語
、
各
学
校
が
決
定
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
、
大
阪
・
万
博

園
田
l
E

が
最
先
端
の
知
見
に
触
れ
る
機
会
の
一
つ
で
あ
る
之
と
を
踏
ま
え
、
県
教
委
の
依
頼

も
由
主
け
文
章
を
宮
各
学
校
に
情
報
を
提
供
し
た
。
マ
今
後
も
必
要
な
情
報
の
収
支

国
び
発
信
に
努
め
て
い
く
。

し苦闘
』

，
a
圃
極官

一
間

価物
守

6

月
定
例
会
で
は
、
市
提
出
の
お
議
案
が
賛
成
多
数
で
成
立
し
ま
し
た
。
共
産
党
市
議
団

『
は
、
そ
の
う
ち
「
業
務
シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
関
す
る
議
案
」
「
母
子
生
活
支
援
施
設
廃
止
条
例

議
案
」
「
国
保
税
条
例
改
正
議
案
」
の6
件
の
議
案
に
反
対
し
ま
七
た
。
今
号
で
は
、
6

月
目

白
に
行
っ
た
遠
藤
議
員
と
岡
田
議
員
の
市
政
一
般
質
問
と
、
羽
田
の
閉
会
自
に
岡
田
議
員
が
行

っ
た
反
対
討
論
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

岡
田
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

国
間
同
駅
倒
閣
掛
川

γ

質
問
:
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
事
業
主
負
担
が
な
い
た
め
、
加
入
者
の
所
得
が

低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
協
会
け
ん
ぼ
や
共
済
組
合
な
r

と
比
較
し
約
Z

倍
の
加
一

入
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
軽
減
税
率
世
帯
が6
割
、
滞
納
者
が
1
割
と
い
う

現
実
は
、
制
度
そ
の
も
の
に
構
造
的
欠
陥
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
2
0

1
4
年
に
、
全
国
知
事
会
が
公
費
1
兆
円
投
入
し
、
一
高
す
ぎ
る
保
険
料
を
協
会

け
ん
ぽ
並
に
引
き
下
げ
る
よ
ヲ
国
に
要
望
し
花
が
、
そ
の
後
大
き
な
改
善
は
な

〈
叩
年
が
経
過
し
て
い
る
。
最
近
の
物
価
高
騰
を
み
れ
ば
、
市
民
に
余
裕
は
な

い
。
今
す
ぐ
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
;
本
市
と
し
て
も
、
園
に
よ
る
一
層
の
財
政
支
援
の
拡
充
が
必
要
と
認
識
し
て
お

り
、
昨
年
度
も
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
、
3

固
に
わ
た
り
婆
望
書
を
提
出
し
て
い

る
。
今
後
も
要
望
し
て
い
く
、

ユ7'-

教
育
問
題
に
つ
い
て

¥ 

労
働
者
の
賃
金
改
善
に
つ
い
て

質
問
:
今
、
日
本
が
経
済
低
迷
か
ら
抜
け
出
す
た
め
に
、
…
労
働
者
の
賃
上
げ
の
必
要

性
が
政
府
側
か
ら
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
に
初
年
も
か
け
て
つ
く
ら
れ

で
き
た
労
働
者
の
低
賃
金
構
造
を
打
破
す
る
に
は
、
政
府
が
で
き
る
労
働
者
の
賃
金

改
善
策
、
.
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
し

τか
方
法
は
な
い
。
ヨ
1

ロ
タ
パ
の
先
進
国

の
最
低
賃
金
は
~
時
給
1
、
7
0
0
円
寸
2

，

o
o
o

円
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
は
さ
ら

に
高
額
ど
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
2
0
2
3
年
度
全
国
平
均
で
時
給
1，
O
O

弘

明
円
、
福
島
県
は
9
0
0
円
と
い
う
低
額
点
。
大
至
急
、
時
給
1
.
5
0
0
円
民
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
・
郡
山
、
市
長
や
近
隣
市
町
長
、
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
長
、
県
中
地
方
振
興
局

妄
な
ど
が
連
名
で
、
郡
山
商
工
会
議
所
な
ど
経
済

6

団
体
応
対
し
、
昨
年
日
月
「
賃

金
及
び
初
任
給
の
引
き
上
げ
」
に
つ
い
て
要
望
し
た
。
さ
ら
に
市
じ
し
て
賃
金
引
よ
ぺ
一

げ
や
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
事
業
者
に
対
し
、
国
の
-
助
成
金
の
上
乗
せ
支
援
を
行
一

っ
て
い
る
。
今
後
も
、
東
北
経
済
産
業
局
や
福
島
労
働
局
と
連
携
し
て
事
業
者
や
経
一

済
団
体
に
対
し
、
働
き
か
け
て
い
く
。
'
一

一
質
問
:
学
校
司
書
の
給
与
に
つ
い
で
、
先
の
質
問
で
も
「
一
日
5

時
間
と
い
う
勤
務
一

時
間
で
は
不
十
分
、
せ
め
て
後
1
時
間
必
要
」
と
い
う
学
校
司
寄
の
声
を
取
り
上
げ
?

た
が
残
念
な
が
ら
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
改
め
て
週
初
時
間
へ
の
勤
務
時
間
拡
大
を

求
め
る
。

答
弁
:
2
0
2
3
年
度
3
学
期
に
行
っ
た
「
勤
務
時
間
に
つ
い
〆
て
の
報
告
」F

で
は
、

勤
務
時
間
に
「
余
絡
が
あ
っ
た
」
「
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
」
が
M
%
で
1

学
期
よ
り

却
%
増
加
し
た
。
ま
た
弘
年
2

月
に
校
長
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
(
学

¥1/ 

。
剣晃}
酒蔵たかし

校
司
書
の
勤
務
時
間
が
一
)

現
在
の
時
間
で
「
ち
也

う
ど
よ
い
」
が
閃
%
と
な

っ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と

、
か
ら
時
間
内
で
効
率
的
に

J業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。

帯\議会だより
日本共産党郡山市議団

No.1552024年 7 用号

郡山市朝日ー了目 23-7

農
業
政
策
に
つ
い
て

質
問
:
郡
山
市
の
農
家
数
は
、

2
0
1
0

年
5
7
4
6
一
戸
、

2
0
1
5

年
.
4
3
7
2

戸
、

2
0
2
0

年
3
E
l
l
-
戸
と

急
激
に
減
少
し
て
い
石
。
農

水
省
の
統
計
資
料

T
見
れ
ば
、
稲
作
農
家
の
年
間
農
業

所
得
は
た
っ
た
の
1
万
四
、
時
給
に
す
れ
ば
叩
円
巳
し

か
な
ら
な
い
.
と
あ
る
よ
う
に
「
農
業
で
は
生
活
で
き
な

'
い
」
現
実
が
、
そ
の
原
因
と
い
え
る
。
国
が
進
め
る
農

業
の
大
規
模
化
、
集
約
化
、
農
産
物
輸
入
拡
共
の
方

.
向
で
は
な
く
、
家
族
農
業
、
小
規
模
農
家
を
守
る
施

策
こ
そ
大
事
な
の
で
は
な
い
か
。

答
品
計
:
2
0
2
2
年
策
定
の
「
第
4
.
次
郡
山
市
金
と
農
の

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
農
業
法
人
や
認
定
農
業
者
を

は
じ
め
、
地
域
計
画
の
中
で
担
い
手
に
位
置
付
け
ら
れ

た
幅
広
い
農
業
者
等
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、
多
様
な

，
守
抱
H
V手
に
よ
る
農
業
生
産
の
向
上
や
農
村
コ
ミ
ュ
一
一
一
ア

ー
の
維
持
な
ど
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
国
の
「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
米

や
大
立
な
ど
に
加
え
、
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
産
地

形
成
の
た
め
の
輸
出
用
米
、
そ
ば
等
を
作
付
け
し
た
農

業
者
に
対
し
、
昨
年
度
は
1
0
4
2
件
、
約
9

億
9

千

万
円
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
第
5
次
基
本
計
商

に
よ
り
、
農
業
法
人
か
ら
家
族
経
営
農
業
ま
で
の
多
様

な
農
業
者
が
、
営
農
を
継
続
で
き
る
環
境
監
備
を
位
置

づ
け
、
本
市
の
農
業
・
農
村
の
持
続
的
念
発
展
に
つ
な

が
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

女「閣の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の+分
'な就学支獲を求める意見書J の提出を求める籍願
東日本大震災で被災し、経務的理由による段挙等が困難な子どもを対象に『被

災児童生徒就学支援事業J を令和 7年度以降も全額国庫で支援する「被災児童生
徒就学支援事業J の継続と十分な鼠学支援に必要な予算確保を国へ要望する意見
書を提出すること.

安県に対し「学校給食費無償化を実施することを求める意見書J 提出につ
いての請願
県内の35市町村が学校給食費を無償化L、 19市町村が一部補助を実施Lてし、ま
す.値上げ分のみの補助などを加えれば95%の自治体が何らかの形で学校給食費
の保護者負担軽減の措置をιっていますe 固に学校給食費無償化を促すためにも、
県としての積極的な施策が必要です。県に対して学校給食費無償化を実施するよ

う意見書を提出すること。

合市地方財政の充実・強化を求める意見書提出請願書

2025年度政府予算また地方財政の検討にあたっては、現行の地方一般財源水
準の被保から一歩を踏みだし、。日本全体として求められでPる賃上げ基調に相
応する人件費の確保まで含めた地方財政の充実、強化が不可欠となり、つきま
しては‘固に対しで意見書を提出する ζ と，

J 
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遠
藤
議
員
が
行
っ
た
一
腰
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

国
閣
団
閣
明
州
問
〕
l
l
l

本
市
の
東
部
地
域
に
位
置
じ
、
春
の
到
来
と
と
も
に
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
「
花
木
団
地
」
と
東
部
ニ
ュ
l

タ
ウ
ン
の
緑
ケ
丘
東
ニ
丁
目
か
ら
五
丁

目
辺
ザ
の
「
住
宅
地L
と
の
間
に
本
市
が
管
理
す
る
平
坦
で
広
大
な
法
面
が

あ
り
、
雑
草
や
樹
木
が
生
い
茂
司
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
か
ら
は
「
防
災
上

の
観
点
か
ら
除
草
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
裏
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
令
和
6

年
度
予
算
の
道
路
維
持
費
は
、
約
鈎
億7
千
万
円
が
許
之
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
中
に
除
草
業
務
や
植
栽
の
伐
採
等
の
道
路
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
道
路
の
カ
ラ
l

舗
装
や
通
学
路
の
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
は
聞
の
補
助
金
等
の
特
定
財
源
を
活
用
し
で
予
算
措
置
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
法
面
等
の
、
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
、
特
定
財
源
を
活

尽
す
る
と
と
に
で
、
よ
り
推
進
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
道
路
法
面
は
、
降
雨
等
の
侵
食
や
風
化
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、

植
生
等
が
設
け
ら
れ
、
原
則
と
し
て
除
草
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
野

草
の
繁
茂
に
よ
り
安
全
な
通
行
や
歩
行
者
及
び
交
通
安
全
施
設
等
の
視
認

性
を
確
保
で
き
な
い
場
合
に
も
路
肩
か
ら
1
m
程
度
を
標
準
に
除
箪
L

て

お
り
、
同
区
域
に
つ
き
ま
し
で
も
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
基
準
化
基
づ
き

除
草
を
実
施
す
る
考
え
で
す
。

4

調
査
対
象
の
一
つ
で
あ
る
八
山
田
西
一
丁
目
付
近
は
、
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、
地
域
の
交
通
安
全
協
会
の
方
か
ら
「
磐
越
西
線

の
踏
切
付
近
で
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
地
域
交
通
の
安
全
確
保
の

た
め
に
も
渋
滞
解
消
が
必
要
で
あ
る
」
と
伺
い
ま
し
た
。
今
般
の
事
業
に
­

お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
公
共
交
通
空
白
地
に
お
け
る
交
通
渋
滞
箇
所
の
特

定
や
渋
滞
の
要
因
等
の
調
査
を
含
め
る
こ
と
で
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
移
動
手
段
の
検
討
に
も
寄
与
す
る
ど
考
え
ま
す
が
、
\
見
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

答
弁
:
福
島
県
渋
滞
対
策
協
議
会
に
お
い
て
主
要
渋
滞
箇
-
所
を
特
定
、
令

和
6

年
5

月
末
時
点
で
は
主
要
渋
滞
箇
所
は
お
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
空
白
地
区
等
基
礎
調
査
で
は
改
め
て
粛
査
は
行
わ
、
ず
、
国
-

，
県
な
ど
が
保
有
す
る
交
通
の
基
礎
的
な
デ
1

タ
を
活
用
し
、
検
討
し
ま

す
P

(2) 
に

公
共
交i
通
の
-空
目白

地
等
基
礎
調
査

つ
t-~ 
て

市議会だより2024年7月

く戸員の尚一コ
業務システム擦準化に関する議案に反対の理由を述べます。 可 I‘

政府は、 2026年3月末までに、住民基本台帳、就学、印鑑登録、国民健康保険

など自治体が行う 20事務を、国が定めた標準仕様の業務システムに移行させよ

うとしています。しがし、しんぶん赤旗によれば、自治体現場からは「拙速J

との批判が噴出しており、全自治体の1 割、 17113"治体が- f25年度末までの移行

は困難」と答えており、関東地方の大手ベンダー(業務を請け負う民開業者)、

関係者は「運用時に不具合が起ニる可能性は十分にある J と指摘しています。

何より「全自治体のシスデムを集中管理するメロットがどこにあるのか」と根

本的な疑問をミ述べています。実施のために職員に無理を押し付け42億円もの予

l 算をかけ、一部の民間企業の儲けのために全市民の個人データを提供する。こ

のような自治体行政の存声意義の否定とともとれるような事業に賛成すること
コー ! 

はできません。'

郡山市母子生活支援施設条例を廃止する等の条例についで反対意見を.

述べます固、
ひまわり荘の廃止が問題になった2018年12月議会の一般質問で私は「ひまわ

1 り荘の入所の中止は避けられないとしても、母子生活支援施設を新たに建設す

る方向で様々な検討をすべきではないかィ少なくとも粂例については廃止ι しな

浦
曙
滝
ぽ
嘩
晴
ほ
川
内J
}
し

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
の
一
っ
と
し
て
、
小
学
校
就
学
前
事
で
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
市
営
住
宅
の
入
居
資
格
に
う
い
て
収
入
基

準
等
を
緩
和
す

α

へ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
未
就
学
児
の
い
る
子
育
て
世
帯
を
裁
量
世
帯
と
し
て
入
居
収
入
基

準
額
を
幻
方
4

千
円
と
し
た
と
ご
ろ
マ
あ
り
ま
す
。
2
0
Z
3

年

ロ
月
羽
目
に
新
た
に
制
定
さ
れ
先
「
公
営
住
宅
を
活
用
し
た
住
ま
い
の

子
育
て
支
援
実
施
要
領
」
を
踏
ま
え
、
全
国
中
核
市
の
現
状
等
を
調
査

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

古
清
同
直
崎
山
内
陀

(
1
)こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
つ
い
て

こ
ど
も
誰
で
・
も
退
院
制
度
の
試
行
が
、
本
年
7
月
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
来

F

就
園
児
が
集
団
的
な
教
育
を
受
け
、
成
長
の
機
会
が
得
ら
れ
る

ζ
ど
は
喜
ば

じ
い
ニ
と
で
す
が
、
一
方
で
保
育
士
の
負
担
が
増
大
し
、
そ
の
こ
と
に
え

り
、
適
正
な
保
す
が
な
さ
れ
な
い
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
オ
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

答
弁
・
生
後
6

ヶ
月
か
ら
2

歳
，
ま
で
月
一
定
時
閉
ま
で
の
利
用
枠
で
保
育
施

設
に
通
う
ニ
と
が
で
き
る
制
度
。
公
募
に
よ
り
認
定
こ
ど
も
園2
施
設
と

幼
稚
園
6

施
設
が
専
任
の
保
育
士
等
を
配
置
し
通
常
の
保
育
に
支
障
が
な

い
よ
う
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
事
前
面
談
」
や
「
親
子

通
院
」
を
取
り
入
れ
て
双
方
の
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

(
2
)
保
育
関
係
施
設
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て

3

歳
か
ら
5

歳
児
の
保
育
科
は
無
償
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
保
育
関
係

施
設
に
お
け
る
給
食
費
無
償
化
の
実
施
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
:
給
食
費
は
O

歳
か
ら
2

歳
児
ま
で
は
保
育
料
に
含
まeれ
て
お
り
、
3

町
議
か
ら
5
歳
児
ま
で
の
公
立
保
育
所
、
の
場
合
、
主
食
費

6
0
0

円
と
劃
食

費
4
5
0
0

円
を
負
担
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
2
0
2
3

年
度
に
延

べ
1

万
8
7
9

人
の
副
食
費
を
免
除
じ
て
い
ま
す
。
全
額
公
費
負
担
に
つ
­

い
て
は
、
公
平
性
や
本
市
の
財
政
上
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
固
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
0

歳
か
ら
5

歳
ま
で
の
児
童
約
4
0
0
0

人
に
対
し
て
、
-
人
に
つ

き
1
万
円
を
給
付
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ー

々な検言寸脅すベ芦ではないかィ少なくとも条例について

いようにし、今後の検討にゆだねるべきではないか」と指摘しました。今回提 h
案されているひまわり荘の解体には賛成しますが、同時に提案されている母子

生活支援を廃止することに伴う関係条例の廃止についτは、児童福祉法に抵触
する危険性もあるのではないでしょうか。条例の廃1I:: f乙賛成することはできま

せん。

郡山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について反対意見を

述べます。
今回の改訂でほ、税率等のアップはなく、軽減対象の拡大など市として市民

負担軽減に努力したことは理解できます。しかt:.~国保の構造的問題と指摘さ

れる加入者に低所得者が多レリこも拘わらず、他の医療保険と比較し、.保険料の.

負担割合が2倍近〈止のぼるという根本の問題に手を触れようとしな川ため、軽

減対象世帯数が全体の60%をしめるなどといういびl勺な事態が継続することに、

なっています。全国知事会が、加入者の保険料負担を協会けんぽ並に引き下げ

るために、固に 1 兆円の国費投入を要望してから 10年になろうとしています。

明らかに国の不件為、怠慢ともいえるもので、地方がらのより強い働きがけが

必要です。 r国民皆保険制度存続のために、今すぐ国保会計に 1 兆円の国費投

入を」という芦を国民世論ι していくことがもとめられているのではないでし

ょうか。



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 (甚 建襲 遠藤隆曾
区 分 事 由 費 目・ 金 額 、 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料
、

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 し修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費
J 

振込料 F 

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費
J 

3 広 報 費 会派市議会だより発行 広報誌(紙) ￥271 ， 150 報告書等印刷費 P ￥423 ， 775 

送料(折込料含む) 司￥152 ， 925
ウェプベジ
掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

自動車燃料費
f 

4 広 聴 費
、

資料作成費

茶菓子代 振込料 〆

交通費 子旅費

要陳 請s 情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
円

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 1 資料作成費

振込料
} 

¥ 
‘、

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費 d . 

『、 筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費
新聞(日刊紙) J 

l 雑誌等購読料購続料!

有料データベース
振込料等利用料

、

賃金 社会保険料等 ，勺

9 人 イヰう 費
振込料 J 

備品購入費 事リ務ー機ス場代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬・
電話料等(設分) ー郵便孝弘等

11 
自動車燃料費 自(按動分車燃)料費 その他

J 

支出年月日 2024年11月 29 日 現支金自出納簿
出番号

2 合計 ￥423 ， 775 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 2 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 ~)広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6.会ー議費. 7 資料作成費 8 資料購入費 広報誌{紙)

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等〉 支出費目を記入

支出目的
「市議会だより J の印刷費用

(支出事由)

l、

会派発行市議会だより 42， 500 枚を印刷
、

内 生~秘

. 

支出年月日 支 出 先 支出金F 額

2024 年 11 月 2~ 日 有限会社 郡山共同印刷 Z71 , 150 円
、

上記のとおり支出します。 l

議員氏名 遠藤

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

、

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

、※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式 f領収書等整理票」に貼付してく，ださい。



¥ 

別記第11号様式

領収書等、整理菓

• 
、

}請求書

日本共産党郡山市謹団御申

a匝分! 内容 備考 数量単位 単価

‘' 市議会だより 9月議会
新聞折込 11月 30日朝刊

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名、:制大東銀行 ・本店営業部

銀行・支店コード: ,0514 /030 
口座番号:普通 13113'l7

42， 500 枚 5.80

37 ，500 枚 3.70

IJ\計

税 (10%)

合計金額(円)

会社名

電話

携帯

電子メール

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

金額

246,500 
138,750 

385,250 
38,525 

￥423.775 

モのf也の情報

有限会社郡山共同印刷

024・932・6958

.ot.jp 



‘ ノ, 

• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積，

272 、皿× 381 mmX 2 面 207， 264 ma. • 1 

2 対象外面積

① mmX mm= rnJft 

② mmX m皿= rnJft 

③ mmX 血皿= rnJft 

④ mmX mrn= rnJfi 

⑤ mmX mm= rnJfi 

計 Ont最・ • 11 

3 按分割合

五 ﾗ 100 一 対象外按分'率 。 % 

4 対象経費算出

1 支出額 271 , 150 円 ﾗ 対象外按分率 o %=.0 円・・・鼠

(1 円以下切り上げ)

支出額 271 , 150 円一組=対象経費 271 ， 150 円

」

‘ F 



• • J 

米不躍と物価高騰に苦しむ市民生活応援の櫨欝を

3 2, ( tW¥. "̂'" 

9
月
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら
叩
月
4
日
ま
で
の
剖
自
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
9
月

m
白
か

ら
日
日
ま
で
ゆ
人
の
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行
い
、
岡
田
議
員
は
叩
日
に
「
健
康
長
寿
サ
ボ
ト
事

業
を
活
用
し
た
パ
ス
無
料
化
」
と
「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
へ
の
資
格
確
認
書
の
発
行
」
等
に
つ

-
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
9
月
お
日
の
本
会
議
で
令
和
6
年
度
補
正
予
算
関
係
議
案
先
議
分
問
件
中
3
件

一
の
反
対
討
論
と
請
願
2
件
へ
の
賛
成
討
論
を
遠
藤
議
員
が
行
い
、
叩
月

4
日
に
令
和
5
年
度
決
算
認
定

…
等
の
議
案
犯
件
を
可
決
し
て
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

岡
田
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

訓
閣
制
凶
同
開U

米
不
足
と
販
売
価
格
高
騰
に
つ
い
て

ユ7乙

質
問
ぺ
-
米
作
農
家
の
経
営
の
安
定
と
同
時
に
、
市
場
で
の
米
価
の
急
騰
な
ど
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
政
府
が
コ
メ
の
買
い
取
り
価
格
や
販
売
価
格
を
管
理
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
?
。

答
弁
;
留
は
、
1
9
9
6
年
に
食
料
管
理
法
を
廃
止
し
、
民
間
に
よ
る
流
通
米
を

主
休
と
し
た
方
式
に
転
換
し
た
。
米
の
販
売
価
格
は
る
生
産
者
占
や
販
売
者
自
ら
，

が
、
米
の
需
給
の
見
通
し
等
の
状
況
を
踏
ま
え
た
生
産
・
販
売
に
取
り
組
む
こ

と
で
形
成
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
水
田
活
用
に
よ
る
大
豆
等
へ
の
転
作
支
援

や
農
業
収
入
減
少
に
伴
う
補
填
等
を
実
施
し
、
昨
年
度
は
本
市
農
家
に
対
し
総

額
ロ
億
7
百
万
円
を
交
付
し
て
き
た
。

低
所
得
者
支
韓
に
つ
い
て

質
問
;
今
年
度
、
国
の
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
低
所
得
者
に
対
し
、
市

と
し
て
独
自
に
給
付
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
支
援
措
置
が
必
要
で
は

な
い
か
っ
一

答
弁
:
2
0
2
1
年
以
降
3
年
間
で
、
合
計
8
回
、
延
べ
1
6
万
t
6
3
8
世
帯

に
対
し
、
総
額
邸
億
2
2
0
5
万
万
ち
千
円
を
給
付
し
て
き
た
。
今
年
も
「
物

価
高
雄
対
応
等
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
支
給
事
業
」
を
実
施
し

9

今
年
度

新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
に
な
っ
た
世
帯
及
び
均
等
割
り
の
み
課
税
と
な
っ
た

世
帯
を
対
象
に
、
一
世
帯
叩
万
円
、
同
銀
以
下
の
子
-
ど
も
が
い
る
場
合
一
人
に

つ
き
5

万
同
副
支
剰
U
ぢ
い
る
。j
対
鍋
出
司
1
q
勾
引
世
帯
封
引1
内
川
%
の

2
、
4
0
9
世
帯
に
は
2
億
6
、
4
0
0
万
円
の
給
付
を
行
っ
た
P

今
、
残
り

の
世
帯
に
対
し
、
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
増
額
と
パ
ス
無
料
化

質
問
;
花
歳
以
上
の
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
助
成
額
を
現
行
の
g

、
。
。
。

円
か
ら
1
5
内

O
O
O

円
に
増
額
し
、
合
わ
せ
て
、
追
加
負
担
な
く
パ
ス
年
間

定
期
券
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
バ
ス
会
社
と
協
議
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
健
康
長
寿
サ
ポ
1
十
事
業
は
、
花
歳
以
上
の
対
象
者
で
は
約
釘
%
の
4
方

3
、
4
7
0
人
が
利
用
し
て
お
り
(
7
0
1
7
4
歳
は
約
6
0
%
)
、
総
事
業

費
も
2
0
1
5
年
l

億
8
、
4
7
6
万
円
か
ら
2
0
2
3
年
2
億
5
1
5
2
万

円
と
3
5
%
増
加
し
て
い
る
。
現
役
世
代
の
負
担
な
ど
を
考
慮
し
、
現
行
の
事

業
内
容
を
継
続
じ
て
い
く
。
福
島
交
通
の
司
ノ
ル
カ
パ
ス
7
5
」
は
、
サ
ポ
ー

ト
券
8
・
0
0
0
円
を
使
え
ば
自
己
負
担
額
は
1
5
'
0
0
0
円
で
あ
り
、
1

年
間
で
考
え
れ
ば
、
高
齢
者
で
も
重
い
負
担
で
は
な
い
。
パ
ス
会
社
と
の
協
議

は
、
考
え
て
い
な
い
。

学
校
司
書
の
勤
務
時
間
延
長
に
つ
い
て

質
問
こ
の
間
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
学
校
図
書
館
運
営
に
関
す
、
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
」
に
よ
れ
ば
、
日
目
%
の
学
校
司
書
は
「
勤
務
時
間
が
)
印
分
1
1
8
0
分

長
い
方
が
よ
い
」
と
答
え
、
校
長
も
幻
%
が
時
間
延
長
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
素
直
に
読
み
取
れ
ば
、
勤
務
時
間
の
1
時
間
延

長
こ
そ
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
一

答
弁
・
2
0
2
4
年
度
実
施
し
た
業
務
量
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
少
な
い
」

「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
で
祁
%
に
な
っ
て
お
り
、
勤
務
時
間
肉
で
業
務
を
遂
行
で
き

る
学
校
司
書
が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
図

書
館
D
X

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
、
児
童
生
徒
が
協
力
し
て
学
校

司
書
の
負
担
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。
/

補
助
員
@
支
援

員
の
通
年
雇
用

に
つ
い
で

市議会だより
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質
問
現
在
、
通
年
雇
用
の

補
助
員
、
.
支
援
員
に
と
っ

て
は
、
年
開
所
得
の
引
き

下
げ
を
伴
う
「
不
利
益
変

更
」
と
も
い
え
る
認
め
が

た
い
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
職
員
が
学
期
ご
と
に

替
わ
る
こ
と
に
よ
る
児
童

生
徒
へ
め
悪
影
響
も
心

配
さ
れ
る
。
学
期
雇
用
へ

の
移
行
は
行
わ
ず
、
全
員

通
年
雇
用
と
す
べ
き
で
は

L

、
、
月
。

右
じ
カ

答
弁
:
2
0
2
0
年
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
の

際
V
5
年
間
の
経
過
措
置
を
経
て
2
0
2
5
年
度
か
ら

学
期
雇
用
に
統
一
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
学
期

雇
用
の
勤
務
は
週

m
M時
間
別
分
と
、
通
年
雇
周
の
週
明
日
も

時
間
よ
り
長
く
な
り
‘
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
，
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

。
珂3
1
M劃
州
議
憲
宮
崎
容

質
問
;
ロ
月
2
日
以
降
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
し
て
い

な
く
と
も
、
従
来
通
り
医
療
機
関
に
お
い
て
、
保
険

診
療
を
受
け
る
一
』
と
は
、
可
能
な
の
か
。

答
弁
:
ロ
月
2
日
以
降
、
被
保
険
者
証
の
交
付
を
行
う

こ
と
は
な
い
が
、
す
で
に
交
付
済
み
の
被
保
険
者
証

は
、
そ
の
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
る
。
そ
の
後

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
わ
人
に
対
し
て
は
、

一
年
間
有
効
の
資
格
確
認
書
を
送
付
す
る
(
申
請
の

必
要
な
し
)
。
厚
労
省
の
事
務
連
絡
で
は
資
格
確
認

書
の
有
効
期
聞
を
5
年
以
内
と
し
て
い
る
の
で
、
郡

山
市
の
場
合
も
、
5
年
間
ほ
資
格
確
認
書
の
更
新
を

行
う
こ
と
に
な
る
。

窪
援
策
室

F
6
1
U
6
U
W
M
隠
g
u
r
u

質
問
;
P
F
I
手
法
で
の
発
注
を
見
直
し
、
現
状
の
形

態
で
の
委
託
を
継
続
す
る
な
ど
、
一
適
切
な
発
注
方
法

に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
昨
年
度
実
施
し
た
導
入
可
能
性
調
査
の
結
果
、

「
従
来
手
法
に
比
ベ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
施
設
整
備
が

t

可

能
で
あ
る
」
「
ト
ー
タ
ル
の
経
費
削
減
と
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
で
き
る
」
と
の
理
由
で
、
P
F
I
手

法
に
よ
る
整
備
を
行
-
つ
こ
と
に
し
た
。

※
改
め
て
P
F
I
方
式
ル
』
は
?
?
「

薗
の
P
F
I
法
に
基
づ
き
、
山
市
は

2
0
1
7

年
か
一

ら
概
ね
川
億
円
以
上
の
更
新
施
般
や
新
規
整
備
に
当
工
二
二

孟
品
、
優
先
的
に
P
F
t
方
式
争
議
肘
す
る
シ
こ
て
一

一
「
導
入
可
能
性
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
h
I

手
一

法
と
は
、
計
一
建
設
(
改
修
)
・
維
持
管
理
を
福
し
一

て
巴
一
民
間
企
業
に
委
託
す
る
も
の
マj従
来
の
一
部
委
託
一

方
式
で
な
い
会
面
的
な
民
営
化
手
法
で
すJ
F
I

事
業
一

の
発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ギ
か
ス
で
は
、
『
-
ス
ト
ー
削
減
や
市
一

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
ら
な
い
と
、
す
で
に
事
業
。
停
止

を
会
し
て
い
ま
す
。



¥t.) 

* 表
面
か
ら
つ
づ
く

「

従
来
の
電
球
式
の
信
号
機
は
、
朝
方
や
夕
方
に
太
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
際
、
‘

ど
の
電
球
が
点
灯
し
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら

は
、
「
子
ど
も
達
が
通
学
す
る
際
の
交
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
が
、
危
険
を

感
じ
る
。
視
認
性
が
高
い
L
E
D

に
更
新
し
て
ほ
-
じ
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
通
学
路
の
信
号
機
は
徳
島
県
警
に
対
し
て
、

L
E
D

信
号
機

へ
の
交
換
を
強
く
要
望
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
市
民
部
の
答
弁
】
県
内
で
は
位
拡
が
更
新
済
と
の
こ
と
、
信
号
機
の
L
E

D

化
に
よ
る
視
認
性
の
向
上
は
、
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
、
と
か

ら
、
郡
山
市
長
名
で
早
期
完
了
を
福
島
県
公
安
員
会
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。 」

信
号
機
の

L
E
D

化
の
重
点
的
な
推
進
を
!

の
賛
成
意
見
を
含
め
て
、
岡
田
市
議
が
最
終
日
の
本
会
議
で
行
っ

た
討
論
の
要
旨
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

lデ

支
援
に
カ
を
入
れ
、
地
球
全
体
の
食
料
供
給

力
を
高
め
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
郡
山
市
の
農

業
を
守
り
復
活
さ
せ
て
い
く
に
は
、
大
規
模

化
、
D
X

化
一
辺
倒
の
道
で
は
松
く
、
家
族

農
業
・
小
規
模
農
家
支
援
の
所
得
補
償
、
農

産
物
の
価
格
保
障
の
路
線
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
農
業
県
で
あ
る
福
島
県
、
文
字

通
り
そ
の
中
心
地
で
あ
る
郡
山
市
が
、
農
業
を

郡
山
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
大
事
に
し
て
い
く
見
地
に
立
っ
て
農
林
部
を
存

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
訴
え
て
、
討
論
と
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
本
の
経
済
力
の
撃
ち
込
み
の
最
大
の
原
因
が
、

ω
年
来

政
府
と
大
企
業
が
進
め
て
き
た
働
く
人
た
ち
へ
の
賃
金
抑
制
策
に
あ
る

と
、
こ
の
間
訴
え
て
き
た
。
や
っ
と
世
界
の
先
進
国
と
比
較
し
て
日
本
の

労
働
者
全
体
の
賃
金
水
準
が
低
い
と
と
が
、
国
民
の
共
通
認
識
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
賃
金
引
き
上
げ
の
気
運
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
市
職

員
の
絵
与
改
定
は
ぺ
公
務
分
野
の
賃
金
改
善
の
最
初
の
一
歩
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
賃
金
比
較
で
最
も
わ
か
り

や
す
い
数
値
が
、
各
国
が
法
律
で
定
め
て
い
る
最
低
賃
金
だ
。
日
本
の
昨

年
ω
月
改
定
の
最
低
賃
金
は
全
国
平
均
で
時
給
1
0
5
5

円
(
福
島
県
は

9
5
5

円
)
だ
が
、
英
和
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ま
と
め
に
よ
る
世
界
の

最
低
賃
金
を
み
れ
ば
、
ニ
ユ
T

ジ
1

ラ
ン
ド
の
2
4
1
5

円
を
は
じ
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
-
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
な
ど
、
多

く
の
国
々
が
時
給
2
0
0
0

円
以
上
に
到
達
し
て
お
り
、
-
年
前
よ
り
格

差
引
か
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
実
な
の
だ
。
石
破
首
相
は
、

2
0
2
0

年
代

の
時
給
L
5
0
0

円
に
言
及
し
て
い
る
が
、
た
と
え
、
そ
れ
が
達
成
で
き

た
と
じ
て
も
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で
の
大
き
な
立
ち
遅
れ
を
改
善
す
る

こ
と
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
。
労
働
者
家
庭
で
な
い
ヘ
年
金
生
活
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
低
収
入
の
世
帯
の
生
活
は
、
さ
ら

に
深
刻
で
あ
る
。
年
金
や
保
護
費
な
ど
が
全
く
増
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ

の
聞
の
急
激
な
物
価
高
騰
が
襲
い
掛
か
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
か
ら
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
る
の
が
現
実
な
の
で
あ
る
。

-
F

こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
責
任
は
、
国
と
地
方
自
治
体
の
行
政
に
あ

る
。
郡
山
市
の
'
行
政
を
預
か
る
市
長
は
じ
め
特
別
職
、
共
同
の
、
責
任
を

F負

う
議
員
の
期
末
手
当
の
0

・
r
i
月
別
引
き
上
げ
は
実
施
す
J
?きで
は
な
い
こ

と
を
訴
え
て
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す

σ

フ

要援護者に対するごみの戸別収集の実績が大幅に伸長

しています。令和5年9月定例会で条件緩和を求めて市政

一般質問をしておりました。令和7年度は令和6年度の1.

6{=奮の予算が計上されます。

れ
い
わ
虹

会派名は略称

立

憲

無
所
属

立
憲
郡
山

1 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

三
一
U

2
一
当

二
手

一
一
棟
一
一
義
務
教
育
は
、
国
(
公
)
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

三
脚
剛
一
野
で
あ
り
、
施
設
整
備
か
ら
人
員
配
置
、
管
理
運
営
ま
で
、
国
と
地

二
市
』
F
一
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
用
務
員

二

n
v

一
も
学
校
調
理
員
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
も
、
子
ど
も
た

二
E
竜
一
ち
の
成
長
に
関
わ
る
教
育
職
員
で
あ
り
、
身
分
も
賃
金
も
き
ち
ん
と

こ
は
凶
一
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・
だ
か
ら
、
学
校
用
務
員
も
学
校
調

二
副
閣
一
理
員
も
以
前
は
市
職
員
だ
っ
た
し
、
少
数
校
か
ら
始
ま
っ
た
放
課
後

二
川
引
一
児
童
ク
ラ
ブ
も
、
ほ
ぽ
全
校
で
市
の
直
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

こ

d
z
-

と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
た
の
だ
。
そ
れ
を
、
コ
ス
ト
削
減
を
最
優
先

二
阜
属
一
に
、
郡
山
市
が
、
学
校
用
務
員
と
学
校
調
理
員
を
民
間
に
委
託
し
、

-
・
・
咽
一
昨
年
4

月
か
ら
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

一
a
a明
一
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

一
一
.
叶
一
事
業
が
市
の
直
営
事
業
に
戻
る
ま
で
、
市
の
事
業
予
算
に
は
反
対
せ

二
長
戸
μ
い
ド
I
l
l
i
l
i
-
-

二
市
一E
覇
軍
劃
覇
軍
闘
・
・

一
一
、
一

-
-
-
E配
酬E
'
E
B軒
監
聞
巴
野
副
院
院
即
副
町
齢
町
回
目
副
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

二
弘
司
一
・
市
当
局
の
説
明
で
、
農
林
部
の
す
べ
て
の
事
業
は
(
農
林
部
廃
止
後

三

I
H
H
-
の
)
4
月
か
ら
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
問
題

二

M
W

は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い

V
1
9
9
5

年
に
食
糧
管
理
法
が
廃
止

一
一
ぶ
ー
さ
れ
て
か
ら
、
米
の
流
通
と
価
格
管
理
は
民
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
米
の

二
ド
』
生
産
力
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
き
た
。
年
間
初
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米

:

|

-

二

-
i

を
輸
入
す
る
一
方
で
、
圏
内
稲
作
農
家
に
は
、
減
反
を
押
し
付
け
る
。

二
』
回
開
郡
山
市
の
場
合
で
も
、
昨
年

1

年
間
で
、
稲
作
か
ら
他
の
農
作
物
へ
の

二
川
吋
生
産
転
換
の
た
め
ロ
億
円
以
上
の
巨
額
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い

二
伊
山
る
。
臼
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
た
郡
山
市
の
農
政
が
、
こ
の

ご

'
P

よ
う
な
逆
立
ち
の
農
政
で
よ
い
の
か
が
関
わ
れ
て
い
る
。
現
に
、
市
内

二
畠
自
の
農
家
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
郡
山
市
農
業
の
行
く
末
が
危
ぶ

三
一
品
小
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ヤ
一
一
池
内
今
、
国
連
は
「
家
族
農
業
の
凶
年
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

υ
二
曲
冒
り
、
地
球
温
暖
化
の
加
速
、
世
界
的
な
飢
餓
人
口
の
急
増
に
対
処
す
る

二
九
ー
に
は
、
各
国
が
、
農
業
の
主
流
で
あ
る
家
族
農
業
や
小
規
模
農
家
へ
の

要援護者のごみ収集が拡充

共
産
党

賛否が分かれた案件についての各会派の賛否 (0: 賛成、×反対)

iiili 
新
政
会

志
朔
会

l 

ﾗ 
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ご要望・ご意見は下記
ラインQRコードから
お寄せいただけます。
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議員数

農林部と観光産業部の統廃合を
含む行政組織の改編 ¥ 

郡山市議会議員の期末手当UP

郡山市長等特別職の期末手当UP
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別記第 2 号様式

ゴ足掛明努首書兼支出証明書

主E式令官品り予私 1 
支出毒号 2 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

詩1 調査書研究費Jレ/2 研ぷ修費出|め広報2LJ費 1i4品広聴瓦費 、

送料(折込料含む)

支出費目を記入

支出目的
会派「市議会だより」を新聞朝刊に折り込む費用の支払い、

(支出事由)

会派「市議会だより J 37 ， 500 枚の折り込み費用
由制品叫拍・ー.._.“'輔晶岨-ーー・『輔帽岨岨....-園田坤『司』明町四・・._-輔・・ー目闘酪目h“M由晴同一司曲M抽伺.._，山岡山『四~司自由・甲骨骨骨岨"“"帽蝿蝿剖嗣制帽晶剖“自由旬曲叫唱曲目ド神ι回目ー--四品目胃判明--山田園.._-帽白山田・ー_.-剖““晶個山崎曲目崎曲目町田M戸山・岳山山H叫t刊・叫--_.-山田町刷....N制帽四回帥目陸自a肺山町川同制

'内
廿,.."..". 

支出年月日 支 出 先 支 出金額

2024 年 11 月 29 日 有限会社 郡山共同印刷 152 ， 625 円

r 

一上記のとおり支出します。 / 

議員氏名 遠藤
一~一一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してI くだ!さい。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してくださいo , 



整

別記第11号様式

富百
万可理等書収領

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

3
 

円
。aH 

口
M

収領

、
1

ノ

-
1
，

J

j
-
f
B
 

O,--r
'
h
、

-
r
'
a、

H守
一
H守

恒
明
一
」
両
朝

税
一
税

晶
宵
一
晶f
n

申
悶
刊
一
山
向
吋

1.,
-J' • 

畳線雷号

一一ームL一一一一一一一一一一一一一一一一一一、一ー

語求書

話鼠争史;表記芳i3 点本会議la 様
金額;JiJeAi J jJ} 1 1 1 

JJiliZiU2i3!?!?jfi; 
内訳 人目
乳金 但 Y丹空写会た;'J... I} t:"J) ,011 JÍJc;j~ 、科-肉j 布よみイヤ

小切手 ぐ 切83ゆ4f品鳥時lμ時臨こ継いたしま L
手形 / 占禁郡山共間印髄I ー

取締役社長
竃話 (02

日本共産党郡山市議団御申

亀 れ一
.τシ》一 I

首
，一単価

5.80 

3.70 

位
h
x
女

同
回
』
・4
ゐ
q・

4
A
q
・

数量

42,500 
37 ，~00 

考備p;，.:g分 内容., 市議会だより 9月議会

新聞折込

385,250 
38,525 

￥423:775 

小計

税 (10%)

合計金額(円)

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

02斗幽932-6958

会社名

電話

傍帯

電子支→b

支払いの詳細
受取人名:有限会社郡山共同印刷
銀行名:樹大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 
口座番号:普通 131131子 .jp 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよう、に貼付してください。



• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 mmX '381 凹 X. 2 面 207，264 mIfi. i 

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 。% 0 円・. 11l 

( 1 円以下切り上げ)

支出額 152, 625 円 出 =対象経費 152, 625 円
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9

園
内
議
会

報
告

主 8-[ 相川

米不足と物価高騰に苦しむ市民生活応援の施策を

9
月
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら
ω
月
4

日
ま
で
の
幻
自
に
わ
だ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
9
月
叩
日
か

ら
氾
日
ま
で
氾
人
の
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行
い
、
岡
田
議
員
は
叩
臼
に
、
「
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
活
用
し
た
パ
町
又
無
料
化
」
と
「
国
民
健
康
保
険
め
被
保
険
者
へ
の
資
格
確
認
書
の
発
行
」
等
に
つ

一
い
て
質
問
し
ま
じ
た
。
9
月
お
日
の
本
会
議
で
令
和6
年
度
補
正
予
算
関
係
議
案
先
議
分
泊
件
中
3
件

…
の
反
対
討
論
と
請
願
2
件
へ
の
賛
成
討
論
を
遠
藤
議
員
が
行
い
、
叩
月
4
自
に
令
和
5
年
度
決
算
認
定

一
等
の
議
案
初
件
を
可
決
し
て
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

岡
田
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

2
m
 

i
l
-
d
a
仇

米
不
足
と
販
売
価
格
高
騰
に
つ
い
て

質
問
:
米
作
農
家
の
経
営
の
安
定
と
向
時
に
、
市
場
で
の
米
価
の
急
騰
な
ど
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
命
政
府
が
コ
メ
の
買
い
取
り
価
格
や
販
売
価
格
を
管
理
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
っ
・
。

答
弁
;
国
は
、
1
9
9
5
年
に
食
料
管
理
法
を
廃
止
し
、

ω民
聞
に
よ
る
流
通
米
を

主
体
と
し
た
方
式
に
転
換
し
た
。
米
の
販
売
価
格
は
戸
生
産
者
や
販
売
者
自
ら

が
、
米
の
需
給
の
見
通
し
等
の
状
況
を
踏
ま
え
た
生
産
・
販
売
に
取
り
組
む
こ

と
で
形
成
し
て
い
る
市
本
市
で
は
、
水
田
活
用
に
よ
る
大
豆
等
へ
の
転
作
支
援

や
農
業
収
入
減
少
に
伴
う
補
填
等
を
実
施
し
、
昨
年
度
は
本
市
農
家
に
対
し
総

額
ロ
億
7
百
万
円
を
交
付
し
て
き
た
。

低
所
得
者
支
援
に
つ
い
て
[

質
問
;
今
年
度
、
園
の
給
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
低
所
得
者
に
対
し
、
市

と
し
て
独
自
に
給
付
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
支
援
措
置
が
必
要
で
は

な
い
か
?
・

答
弁
:
2
0
2
1
年
以
降
3
年
間
で
、
合
計
8
回
、
延
べ
1
6
万
1
6
3
8
世
帯

に
対
し
、
総
額
邸
億
2
2
0
5
万
万
6
千
円
を
給
付
し
て
き
た
。
今
年
も
「
物

価
高
騰
対
応
等
生
活
圏
窮
世
帯
緊
急
支
援
金
支
給
事
業
」
を
実
施
し
、
今
年
度

新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
に
な
っ
た
世
帯
及
び
均
等
割
り
の
み
課
税
と
な
っ
た

世
帯
を
対
象
に
、
一
世
揖
w
m万
円
、
四
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
一
人
に

つ
き
5
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。
対
象
は
3
、
0
3
7
世
帯
あ
り
、
内
れ
%
の

2
、
4
0
9
世
帯
に
は
2
億
6

べ

4
0
0
万
円
の
給
付
を
行
う
た
。
今
、
残
り

の
世
帯
に
対
し
、
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
増
額
と
パ
ス
無
料
化

質
問
'
花
歳
以
上
の
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
助
成
額
を
現
行
の
8
、
G
O
O
-
­

円
か
ら
1
5
、
・
0
0
0
円
に
増
額
し
、
合
わ
せ
て
、
追
加
負
担
な
く
パ
ス
年
間
一

定
期
券
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
、
パ
ス
会
社
主
協
議
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
一

答
弁
:
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
百
歳
以
上
の
対
象
者
で
は
約
引
%
の
4
万
一

3
、
4
7
0
人
が
利
用
し
て
お
り
(
7
0
1
7
4
歳
は
約
6
0
%
)
、
総
事
業
一

費
も
2
0
1
5
年
E

億
J
o、
4
7
6
万
円
か
ら
2
0
2
3
年
2
億
5
1
5
2
万
一

円
と
3
6
%
増
加
し
て
い
る
。
現
役
世
代
の
負
担
な
ど
企
考
慮
し
、
現
行
の
事
一

業
内
容
を
継
続
し
て
い
4
0

福
島
交
通
の
「
ノ
ル
カ
パ
ス
7
5
」
は
、
サ
ポl

一

ト
券
8
'
0
0
0
円
を
使
え
ば
自
己
負
担
額
は
1
5
・
0
0
0
円
で
あ
り
、
-
一

年
間
で
考
え
れ
ば
、
高
齢
者
で
も
重
い
負
担
で
は
な
い
。
パ
ス
会
社
と
の
協
議

は
、
考
え
て
い
な
い
。

学
校
司
書
の
勤
務
時
間
延
長
に
つ
い
て

質
問
:
こ
の
問
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
学
校
図
書
館
運
営
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
」
に
よ
れ
ば
、
白
%
の
学
校
司
書
は
「
勤
務
時
間
が
)
印
分
1
1
8
0
分

長
い
方
が
よ
一
い
」
と
答
え
、
校
長
も
幻
%
が
時
間
延
長
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
1
ア
ン
ケ
ー
ト
を
素
直
に
読
み
取
れ
ば
、
勤
務
時
間
の
1
時
間
延

長
こ
そ
、
，
求
め
ら
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

f

一

答
弁
・
2
0
2
4
年
度
実
施
し
た
業
務
量
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
少
な
い
」

「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
で
何
%
に
な
っ
て
お
り
、
勤
務
時
間
内
で
業
務
を
遂
行
で
き

る
学
校
司
書
が
増
え
て
い
る
。
今
後
も
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
図

書
館
D
X

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
職
員
、
児
童
生
徒
が
協
力
し
て
学
校

司
書
の
負
担
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

z: 

補
助
員
・
支
援

員
の
通
年
雇
用

に
つ
い
て

市議会だより
日本共産党郡山市議団'

No. 156 ' 2024年 11 月号

郡山市朝日ー丁目 23-7
TEI 02k924-2521. 

質
問
:
現
在
‘
通
年
雇
用
の

補
助
員
・
支
援
員
に
と
っ

て
は
、
年
間
所
得
の
引
き

下
げ
を
伴
う
「
不
利
益
変

-
更
」
と
も
い
え
る
認
め
が

た
い
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
職
員
が
学
期
ご
と
に

替
わ
る
こ
と
に
よ
る
児
童

生
徒
へ
の
悪
影
響
も
心

配
さ
れ
る
。
学
期
雇
用
へ

の
移
行
は
行
わ
ず
、
会
員

通
年
震
用
と
す
べ
き
で
は

品
、
、
。

+
ら
a
U
4
H
M

答
弁
:
2
0
2
0
年
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
の

際
、
5
年
間
の
経
過
措
置
を
経
て
2
0
2
5
年
度
か
ら

。
学
期
雇
用
に
統
一
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
学
期

雇
用
の
勤
務
は
週
間
何
時
間
鈎
分
と
、
通
年
雇
用
の
週
間
出

時
間
よ
り
長
く
な
り
、
教
育
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
今

質
問
;
辺
月
2
日
以
降
マ
イ
ナ
保
険
証
を
取
得
し
て
い

な
く
と
も
、
従
来
通
り
医
療
機
関
に
お
い
て
、
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
は
、
可
能
な
の
か
。

答
弁
:
ロ
月
2
日
以
降
、
被
保
険
者
証
の
交
付
を
行
う

こ
と
は
な
い
が
、
す
で
に
交
付
済
み
の
被
保
険
者
証

は
J
そ
の
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
る
。
そ
の
後

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に
対
し
て
は
、
一

一
年
間
有
効
の
資
格
確
認
書
を
送
付
す
る
(
申
請
の
一

必
要
な
し
)
。
厚
労
省
の
事
務
連
絡
で
は
資
格
確
認
一

番
の
有
効
期
間
を
5
年
以
内
と
L

て
い
る
の
-
で
、
郡
一

山
市
の
場
合
も
、
5
年
間
は
資
格
確
認
書
の
更
新
を
一

行
う
こ
と
に
な
る
。
-

質
問
;
P
F
I

手
法
で
の
発
注
を
見
直
し
、
現
状
の
形

態
で
の
委
託
を
継
続
す
る
な
ど
、
適
切
な
発
注
方
法

に
つ
い
て
改
め
て
様
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
昨
年
度
実
施
し
た
導
入
可
能
性
調
査
の
結
果
、

「
従
来
手
法
に
比
ベ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
施
設
整
備
が
可

能
で
あ
る
」
「
ト
ー
タ
ル
の
経
費
削
減
と
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
期
待
で
き
る
」
と
の
理
由
で
、P
F
I

手

法
に
よ
る
整
備
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

I
I
ι
4
4
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E
E
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e
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ト
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a
'
'
B
I
-
-
ι
a
E
E
E
'
l
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』
1

・

a
E
1
1
P
A
T
I
-
-
l
i
l
t
-
a
E
E
'
ι

『
l
'
'
t
p
h
a
E
E
E

『
I白

※
改
め
て
P
F
I

方
式
と
は
?

国
の
P
F
I

法
に
基
づ
き
、
郡
山
市
は
2
0
1
7
年
か

ら
概
ね
刊
億
円
以
上
の
更
新
施
設
や
新
規
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
優
先
的
に
P
F
I

方
式
を
検
討
す
る
と
し
て
、

『
導
入
可
能
性
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
ず
。
P
F
I

烹

法
と
は
、
設
計
・
建
設
(
改
修
)
・
維
持
管
理
を
一
括
し

て
一
民
間
企
業
に
委
託
す
る
も
の
で
、
従
来
の
一
部
委
託

方
式
で
な
い
全
面
的
な
民
営
化
手
法
で
す
。
P
F
I

事
業

の
発
祥
の
地
で
あ
る
イ
ギ
y

ス
で
は
、
コ
ス
ト
削
減
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
な
ら
な
い
と
、
す
で
に
事
業
の
停
止

を
決
定
し
て
い
ま
す
。



ネ
表
面
か
ら
つ
づ
く

4
Z嶋陀
は
ぽ
滑
司
直
怜
し
川
一

従
来
の
電
球
式
の
信
号
機
は
、
朝
方
や
夕
方
に
太
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
際
、

ど
の
電
球
が
点
灯
し
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
場
合
が
，
あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら

は
、
「
子
ど
も
達
が
通
学
す
る
際
の
変
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
が
、
危
険
を

感
じ
る
。
視
認
性
が
高
い
L
E
D

に
更
新
レ
て
隠
し
い
」
な
ど
の
芦
を
い
た
だ

い
て
お
り
，
ま
す
。
通
学
路
の
信
号
機
は
福
島
県
警
に
対
し
だ
、
L
E
D

信
号
機

〈
の
交
換
を
強
く
要
望
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
市
民
部
の
答
弁
】
県
内
で
は
位
目
が
更
新
済
と
の
こ
と
、
信
号
機
の
L
E

D

化
に
よ
る
視
認
性
の
向
上
は
、
交
通
事
故
，
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
郡
山
市
長
名
で
早
期
完
了
を
福
島
県
公
安
員
会
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。暗

躍
限
ぽ
曙
晴
晴
晴
は
門
汁
l

【
質
問
】
厚
生
労
働
省
は
公
費
で
接
種
す
き
る
「
定
期
予
防
接
種
」
と
し
、
.

間
山
歳
以
上
を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
と
で
検
討
中
で
す
が
、
先
行
し
て
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

・
【
保
健
福
祉
部
答
弁
】
国
の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

一
厚
生
労
弱
省
は
令
和
6

年
ロ
月
間
自
に
定
期
接
種
化
す
る
と
し
て
、
自
治
体
了

一
へ
説
明
が
あ
2

訴
し
た
ー
山
}
白
二

一
こ
れ
に
よ
る
と
)
状
癒
疹
は
B

類
疾
苦
盈
翼

J
げ
ら
れ
ー
令
和7
年
4

月
よ
り
、
一
一

一
回
歳
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
一
部
公
費
負
担
宗
主
吋
ら
れ
ま
す
九
一
-
二

色
・r
J一
ロ
月
定
例
会
で
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、

面-
F
一
①
学
校
用
務
員
業
務
、
学
校
給
食
調
理
業
務

J
放
課
後
児
童
ク
ラ
、

一-
U
内
一
プ
の
教
育
関
係

3

事
業
の
外
部
委
託
〔
債
務
負
担
行
為
予
算
)

二
」
一
②
行
政
組
織
再
編
に
伴
う
農
林
部
の
廃
止
・
統
合

一
』
一

一h
h

一
@
市
長
集
特
別
職
と
議
負
の
一
期
末
手
当
の

0

・
1
月
の
引
き
上
げ

=
r

一
の
3

件
に
関
わ
る
6

件
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
1

一
二
ドE
F

一
「
行
政
組
織
改
編
の
延
期
と
農
林
部
の
存
続
を
求
め
る
請
願
」
へ

ご
一
t

、
一
の
賛
成
意
見
を
含
め
て
、
岡
田
市
議
が
最
終
日
の
本
会
議
で
行
つ

ご
?
当
一
た
討
論
の
要
旨
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
一
存
一
目
闘
園
国
国
国
自

一
ト
ド
一
義
務
教
育
は
、
国
(
公
)
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

←
跡
剛
一
野
で
あ
り
、
施
設
整
備
か
ら
人
員
配
置
、
管
理
運
営
ま
で
、
国
と
地

j

、
，
一
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
用
務
員

一
刻H
V
一
も
学
校
調
理
員
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
も
、
子
ど
も
た

一
国
電
一
ち
の
成
長
に
関
わ
る
教
育
職
員
で
あ
り
、
身
分
も
賃
金
も
き
ち
ん
と

一
川
同
一
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
学
校
周
務
員
も
学
校
調

-
謝
閣
一
理
員
も
以
前
は
市
職
員
だ
っ
た
し
、
少
数
校
か
ら
始
ま
っ
た
放
課
後

一
M
U

一
児
童
グ
ラ
ブ
も
、
ほ
ぽ
全
校
で
市
の
直
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

一
，d
z

一
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
た
の
だ
。
そ
れ
を
、
す
コ
系
ト
削
減
を
最
優
先

一
注
陽
一
に
、
郡
山
市
が
、
学
校
用
務
員
と
学
校
調
理
員
を
民
間
に
委
託
し
、

h
・
唱
一
昨
年
4

月
か
ら
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
制
度
じ
移
行

a
-
R

一
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
と
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

一
-
叶
一
事
業
が
市
の
直
営
事
業
に
戻
る
ま
で
、
市
の
事
業
予
算
に
は
反
対
せ

長
一
ざ
る
を
え
な
い
。

市ふ
固

に
か
統

止廃の部林農

支
援
に
カ
を
λ
れ
、
地
球
全
体
の
食
料
供
給
』

カ
を
高
め
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
郡
山
市
の
農

業
を
守
り
復
活
さ
せ
て
い
く
に
は
、
大
規
模

化
、
D
X

化
一
辺
倒
の
道
で
は
な
く
、
家
族

農
業
・
小
規
模
農
家
支
援
の
所
得
補
償
、
農

産
物
の
価
格
保
障
の
路
線
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
農
業
県
で
あ
る
福
島
県
、
文
字

通
り
そ
の
中
心
地
で
あ
る
郡
山
市
が1
農
業
を
「

郡
山
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
大
事
に
し
て
い
く
見
地
に
立
つ
マ
農
林
郁
を
存

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
訴
え
て
、
討
論
と
し
ま
す
。

私
た
ち
法
、
日
本
の
経
済
カ
の
落
ち
込
み
の
最
大
の
原
因
が
、
初
年
来

政
府
と
大
企
業
が
進
め
て
き
た
働
く
人
た
ち
へ
の
賃
金
抑
制
策
に
あ
る

と
、
こ
の
間
訴
え
て
き
た
。
や
っ
と
世
界
の
先
進
国
と
比
較
し
て
日
本
の

労
働
者
全
体
の
賃
金
水
準
が
低
い
こ
と
が
、
国
民
の
共
通
認
織
に
な
り
つ

つ
あ
り
‘
賃
金
引
き
上
げ
の
気
運
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
市
職

一
員
の
給
与
改
定
は
、
公
務
分
野
の
賃
金
改
善
の
最
初
の
一
歩
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
賃
金
比
較
で
最
も
わ
か
り

や
す
い
数
値
が
、
各
国
が
法
律
で
定
め
て
い
る
最
低
賃
金
ど
。
日
本
の
昨

年
印
月
改
定
の
最
低
賃
金
は
全
国
平
均
で
時
給
1
0
5
5

円
(
福
島
県
は

9
5
5

円
)
だ
が
、
英
和
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ま
と
め
に
よ
る
世
界
の

最
低
賃
金
を
み
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
2
4
1
5

円
を
は
じ
め
、

才
l

ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
諾
州
な
ど
、
多

く
の
国
々
が
時
給
2
0
0
0

円
以
上
に
到
達
し
て
お
り
、
ー
年
前
よ
り
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
実
な
の
だ
。
石
破
首
相
は
、2
0
2
0

年
代

の
時
給
1
5
0
0

円
に
言
及
し
て
い
円
る
が
、
た
と
え
、
そ
れ
が
達
成
で
き

た
と
し
て
も
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で
の
大
き
な
立
ち
遅
れ
を
改
善
す
る

こ
と
念
ど
と
て
も
で
き
な
い
。
労
働
者
家
庭
で
な
い
、
年
金
生
活
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
低
収
入
の
世
帯
の
生
活
は
、
さ
ら

に
深
刻
で
あ
る
。
年
金
や
保
護
費
な
ど
が
全
く
増
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
ニ

の
間
の
急
激
な
物
価
高
騰
が
襲
い
掛
か
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
か
ら
悲
鳴
、

が
上
が
っ
て
い
る
の
が
現
実
な
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
責
任
は
、
国
と
地
方
自
治
体
の
行
政
に
あ

る
。
郡
山
市
の
行
政
を
預
か
る
市
長
は
じ
め
特
別
職
、
共
同
の
責
任
を
負

う
犠
員
の
期
末
手
当
の
0

・

1

月
引
き
上
げ
は
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
訴
え
て
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

ー、要援護者に対するごみの戸別収集の実績が大幅に伸長

しています。令手口5年9月定例会で条件緩和を求めて市政

一般質問をしておりました。令手口7年度は令和6年度の1.

M膏の予算が計上されます。

充拡が集収みd』の者

市
当
局
の
説
明
で
、
農
林
部
の
す
べ
て
は
(
農
林
郁
廃
止
後
ノ
一
醸

の
)
4
月
か
ら
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
問
題
一

H
H

は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

1
9
9
5

年
に
食
糧
管
理
法
が
廃
止
一
竃
書

さ
れ
て
か
ら
、
米
の
流
通
と
価
格
管
理
は
民
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
米
の

生
産
力
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
き
た
。
年
間
内
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米

を
輸
入
す
る
一
方
で
、
園
内
稲
作
農
家
に
は
、
減
反
を
押
し
付
け
る
。

郡
山
市
の
場
合
で
も
、
昨
年
1

年
間
で
、
稲
作
か
ら
他
の
農
作
物
へ
の

生
産
転
換
の
た
め
ロ
億
円
以
上
の
巨
額
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
。
日
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
た
郡
山
市
の
農
政
が
、
こ
の

よ
う
な
逆
立
ち
の
農
政
で
よ
い
の
か
が
関
わ
れ
て
い
る
。
現
に
、
市
内

の
農
家
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
郡
山
市
農
業
の
行
く
末
が
危
ぶ
、

ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
、
国
連
は
「
家
族
農
業
の
叩
年
」
と
い
う
取
り
組
み
を
と
り
つ
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
の
加
速
、
世
界
的
な
飢
餓
人
口
の
急
増
に
対
処
す
る

に
は
、
各
国
が
、
農
業
の
主
流
で
あ
る
家
族
農
業
や
小
規
模
農
家
へ
の

ご要望・ご意見は下記
ラインQRコードから
お寄せいただけます。
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農林部と観光産業部の統廃合を
含む行政組織の改編

郡山市議会議員の期末手当up

郡山市長等特別職の期末手当UP



別記第 1 号様式 支出調書
/ 代表者7 経理責任者 起集者

v 

、、

会派名 日本共産党郡山市議団

6器 重審 遠藤 隆
「

、，

区 分 事 由 費 目ー・ 金 額、 小、計

、 f 交通費 旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

'園陸a |振込料a芳司k

会場費 講師謝金

4 出席者負担金・会費 交通費

121研 修 費
_ l 

旅費 自動車燃料費

-' 資料作成費、 !食糧費
、

振込料

I゙ 
会場費 |交通費

f 

自動車燃料費 !資料作成費 r 

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費
, 

l 掲ウ載エ代ブ、ページ送料(折込料含む)

茶菓手代 鍍込料
円

会場費 、 '交通費

広;聴 費 , 自動車燃料費 資料作成費 t

|茶菓子代 i振込料 J 

|交通費 l旅費

5 要陳 請
情活動費

自動車燃料費 資料作成費

|振込料

会場費

" 
交通費

6 ぷ~ 議 費 自動車燃料費 資料作J

振込料

|印刷製本費 翻訳料
7 !資料作成費

l筆耕料 振込料

p.M~晶岨珂叶 嘗，~マ"'"市町 l 、

資料購入費 |勝新読聞料(刊紙) 雑誌等!

|等甘利.，.".用ノ料一
-ﾄ  

振込料・

賃金 |社会保険料等
人 件 1 費 ノ

振込料

プリンタ用インクの支
(備品購入費

リ ース代

印刷代10 事務所費
払い

消耗品等事務費 7, 260 ￥7 ， 260 

i 振込料 配送手数料 / 

電話料等(按分) 郵便料等
11 
通信運搬・
自動車燃料費 自(按動分車燃 その他

c 

支出年月日 2025年2月 3 日
現金出納簿

3 合計 ￥7， 260 支出番号



、町

別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

-'、- .ー晶→ .. 耳 ..., 、J

区 分 ※該当する1E分にO印 費目名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報 広聴費 : 

5 要請・陳情活動費 6 会 議 費 7 ・資料作成費 8 資料購入費 消耗品等事務費 | 

1の事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

支出 目的 一一一一一一一一一一…一一……一一一一一一一一一
(支出事由)、 プリシタ用インクの支払い

、

、、!

インクタンク マルチパック 5 色 'BCI-301 十 300

J 

一一一一，一一一-_._.._...一一一一…一一一一_.-一一一一一一町一一一一ー一一一一一…ー…“一一

'内 容一回二一一
支出年月日 支出先 支i 出金額、

じ J

2026 年 2 月 3 日 ヨドバシドットコム 7， 260 円

上記のどおり支出 Lます。

議員氏名 遠藤
4K 一一一一 ' 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄ノ

J 

ノ

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してくだ、さい。



• 

• 

別詑第11号様式

領収書等整理・票

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

℃商品保問するご案内 M
Z寺島品i議:Z!議論稿常勝軍曹蒜露協需主蕗良品主;ぽす.

ページ
2025/02/03 18:46 

ご注文番号 7482043738 

** 
:j お届け先様，

遠藤隆エンドウタカシ様

お買上げ票**
受注目 初25年 2月 3日 I 受注時刻 16時 '40分

ご住所: 〒 9630702 
福島県
郡山市緑ケ丘東
8-10~2 

ご依頼人様
遺藤隆線

商品名 . 数量 単価 、金額
P 1 インクタンクマルチパツヲ 5色町1-301+初0/馴_ 190014 7,260 7,260 

2 配達料金 000004 0 0 
......一…沓…・山許....・-

(内消費税 6ω
~~~;;卜トド(両両孟ニ 1 回富山........... ・・ 星 7 ，260

-・E・-(内消費税 660

葡l収書 ご注文目 2025/02/03

2025/02/03' 18浦
日本共産党郡山市議団様

￥1，260- 内消費税￥660-

7，260円 内消費税 660円

ご注文番号7482043738の商品代金として確かに領収!.'たしました
クレジットカード、ローンご利用の
場合lま収入印紙を貼付いたしません

, 

W'ww.yodoba5hi.com 
千16.0・8486 築家事担額宿区新宿 E・E・1 #03・-5363・2028

登録餐号汀5011101021978

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付し-てください。



別記第 1 号様式

会派名

区 分

11調査研究費

1 2 1研修 費

31広 報費

、

4 広 聴.費

要請
陳情活動費

6 議 費

T 資料作成費

8 |資料購入費

9 人 件 費

事務所費

k 

111 通自動信車運燃搬料費・

支出年月日

」一一 一

支出調書
代表者 経理責任者

日本共産党郡山市議団 @) 
事、 由 費 目 金 額

|交通費 |旅費 ‘守

自動車燃料費 |院制 JJe.，.....þ.JÖI.
1.... 山貝

調査委託費
、

|娠込料

一、
|会場費 講師謝金 t

出席者負担金・会費 交通費

旅費 ~、 自動車燃料費
1 

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

会派市議会だより発行 広報誌(紙) 干271 ， 150 報告書等印刷者

送料(折込料含む) 事152 ， 625 掲ウ載ェ代プベーヅ

ノ 茶菓子代 振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

|茶菓子代 |振込料

|交通費 !旅費

自動軍燃料費 資料作成費

1 |振込料
会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

/ 振込料 q 

印刷製本費 翻訳料

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

I勝新続聞料(日刊紙)
具再回E小守

l等有利料用デ料ータベ一見 振込料

賃金 |剖 .6./0 臨削島

援込料

備品購入費 宇リー山ス内代町守
/ ノ , 

消耗品等事務費 印刷代

r 援込料 配送手数料

電話料等(按分)
曲言、別

e凶

自(按動分車M) IR  |その他

-2025年2月 5 日
現金出納簿

4 合計
支出番号

一

起案者

遠藤 隆番長
小計

、

t 

￥423 ， 775 

J 

害42号， 775

、』

、

、



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

6 会議

費
一
費一成

報
一
作

3

一
一

f
f

ノ
刀
一
一
・
理

広
一
資

※該当する区分にO印 費目名

1 調査研究費 12 研、修

入

紙
問

/
t

、
同
同

誌
費
報
消
広
1

費
亙

聴
一
欄
一

広
資
一

4
8

一
10 事務 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)

支出自的

(支出事由 J
下市議会だより J の印刷費用

ιl 会派発行市議会だより 42， 500 枚を印刷\

内容

支出年月日 '支出先 支出金額

271 , 150 円2025 年 2 月 5 日 |有限会社郡山共同印刷

議員氏名 遠藤

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

f 

，※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付して丈ださいσ

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



別記第11号様式

書等整理票

• / 
請求書

日本共産党郡山市謹団御申

区分 '内容 ・備考 数量 単位 l、単価

. 市議会だより 12月議会
新聞折込 2月 2日朝刊 1

支払いの詳細
受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:鯛大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード:0514/030

口座番号:普通 1311317

寸

42， 500 枚 5.80

37,500 ヰ女 3.70 

小計

税 (10%)

合計金額(円)

会社名

電話

携帯

電子メール

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してくたさい。

金額

0 ・ 246，500

138,750 

385,250 
38,525 

￥423.775 

そのイ由の'情幸民

有限会社郡山共同印刷

024-932-6958 

or.Jp 
s 



¥ 

• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 皿× 381 皿X 2 面 207， 264 mJff . 1 

2 対象外面積

① mmX m皿= nrrfi 

② mmX m皿= mJff 

③ 一皿皿× mm= nrrfi 

④ 'mmX 田皿= mJff 

⑤ mmX 血血= ha 
計 OmJff.. .ﾜ 

3 按分割合

立 1 ﾗ 100 対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 2.71, 150 円 .X 対象外按分率 。 %=  0 円. III 

( 1 円以下切り上げ)

支出額 271, 150 円一 III =主象経費 271， 150 円



η
月
議
会

報
告応えた施静の実現を市民の衝に

[iJE 

iii! 

遠
藤
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
­

公
務
員
と
し
て
の
心
得
に
つ
い
て

公
務
員
は
、
憲
法
と
公
務
員
法
に
よ
り
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
法
令
を
遵

守
、
公
正
な
職
務
の
遂
行
に
あ
た
り
、
公
共
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
応
職
務
を
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
一

本
市
に
お
い
て
、
こ
こ
数
年
、
い
わ
ゆ
る
公
金
の
私
的
流
用
や
、
直
近
の
契
約
事

務
に
お
け
る
不
正
ぽ
よ
る
地
方
公
務
員
法
違
反
、
そ
の
他
、
入
札
に
係
る
積
算
誤

り
、
購
入
の
際
に
必
要
な
議
会
へ
の
議
決
を
求
め
る
手
続
き
の
漏
れ
な
ど
が
発
生
し

て
お
り
、
と
の
よ
う
な
事
態
に
よ
り
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
信
頼
が
失
わ
れ
た
の

で
は
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
文
ま
す
。

【
総
務
部
の
答
弁
】
全
庁
的
・
継
続
的
な
再
発
防
止
策
め
強
化
を
以
下
の
と
お
の
図

っ
て
い
ま
す
。

-
市
長
よ
り
日
月
四
日
に
特
別
職
、
部
局
長
全
鈎
名
に
対
し
高
い
倫
理
観
を
も
っ
て

職
務
に
当
た
る
よ
う
訓
示

-
「
コ

u
dブ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
事
務
ミ
ス
防
止
研
修
」
の
実
施
・
円

「
設
計
積
算
ミ
ス
事
例
集
」
に
基
づ
く
発
注
課
へ
の
個
別
指
導

・
契
約
事
務
・
倫
理
に
関
す
る
盟
国
注
者
服
務
規
律
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底

・
発
生
事
例
の
原
因
分
析
に
基
づ
く
研
修
会
の
開
催
(
予
定
)

今
後
は
不
祥
事
を
未
然
に
防
ぐ
仕
組
み
の
構
築
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

A 
ﾄ 

計
年

産
用
職
員
の勺L

療:
養:

休1
暇
を:
有;
給

【
総
務
部
の
答
弁
】
園
、
県
と
の
均
衡
に
も
配
慮
し
て
次
の
と
お
り
休
暇
等
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
本
市
は
窓
同
等
で
市
民
と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
基
礎
自
治
体
の
特
性
に
鑑
み
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
傷
病
に
よ
る
無
給
の
療
養
休
暇
を
卯
回
以
内
と
す
る
。

.
本
市
独
自
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
橿
息
し
た

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
療
養
休
暇
を
有
給
と
す
る
。

戸、

皆様促進ーシ多今や標織 て .---l一 な性【ベる 3 主 が務表あ員【」
般車 l く後年末 お【 費世IS どの節需童き監月百文

国遂にりの総再

子p i i i 年 2車禁2 5 車西 から観点 で車がには 山ー
難行準、給務
での拠本与部任

くf 郡山す分離 ののに始な す。の もか す;方増日歴史化セ 地 あ困し市制の用

」 縮つど 2 答
ら区 モ難て技度答の

意東駅 小様皆い lに立 止 0 弁 目U 度お能は弁技
ま答るタ体

等り労、】

見口る」から て の 2 】ロ た弁と i の‘務長地能
伺を手Ij構造 は、携員導板看 3 特 1 で、 雪予 で駐車 内ま職問方労
用 」 年に もの近 の 容たのの公務いの」善交 意来 設 7 新タ 無年葉 がイ と、再再営

主「 見年を置月草リ ii漉E 計三宮
資行任廃企職

よ 迎お通をの増員なか I ・ 任が政職職用者周業法 給のi 」 法頂「 どらの たすプト 3

祥f;r. ..;.事rz、 i部十i の言梶言 Z語謡i 曲 の 安定り のン等 ，吋曲 異と員の第
拡 でしの なのの水 38 料
大の 、 、催開 聞蕪 る比給準条を

の論点の讐察くる どを 2 な た較料をに行
立 i己止禁 一「 対策施実名のど 考はえ影響たし 入場利用は 幽干T めはに参基政

空孟議論」の般車 を、車時 易』
に施後者 2 、つ考づ

てよ設 3 の時に 給聡いにき肩同と書
「 通強混間 おる運 時増間 p 料表 務てし定めし民指導再戦化雑置、帯 ! り維利便や営 問力日;を にもてめ

て 、駐車関」の議略協しが乗降 に ま持管 まや2 超 が必 、音量ら

ま吏「 て 混 せ でえ 号要福定れ等いに タ乗場や降 お想予 場雑 ん理 を時 な島した
りは場ク 会りさ所が 費性無関更 ，り技県た再』こ
ま市のシ 」まれの発 の、 料をに 能のも任 ! 
す民需 l タでてる費生 増公いと超来。 比較 、給の用
のと「ク、金し 大平すえ年 職料で職」下

費内市
での営
!除住
草宅
を敷
公地

入
居
率
の
低
下
や
、
入
居

一
者
の
高
齢
化
、
高
齢
単
身
世

一
帯
m
増
加
な
ど
に
よ
り
、
町

一
内
会
活
動
が
停
滞
し
、
市
営

住
宅
の
共
同
施
設
の
維
持
管

理
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
営
住
宅
敷
地
内
の
除

草
に
つ
い
セ
は
、
市
が
支
援

す
べ
き
と
考
之
ま
す
。

【
建
設
部
の
答
弁
】
入
居
者

花
け
で
の
対
応
が
困
難
な

高
木
、
農
地
、
車
道
際
な

ど
の
危
険
な
箇
所
に
つ
い

て
は
、
市
が
除
草
や
勢
定

の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
2
0
2
3

年
か
ら

-
は
同
様
の
指
定
管
理
者
の

東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

除
草
支
援
業
務
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

町
一
一J
Y
践

例
町
民
同
困

』
E
1

一
司
圃e uv 圏

号

よ
欄
時

だ
伽
術

会
一
戸
町

議
開M

F市

郡山市朝日一丁目 23子
丁目 024"924-2500

緑ケ丘東市営住宅内の敷地

事
郡
山
市
営
住
宅
条
例
改
正
に
つ
い
て

郡
山
市
議
団
が
子
育
て
支
後
策
と
し
て
求
め
て
い
…

た
入
居
条
件
の
緩
和
が
実
現
し
ま
し
た
。

-
収
入
上
限
が2
1
4

千
円
か
ら
2
5
9

千
円
へ

"
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一

・
入
居
者
資
格
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
に
あ
…

る
者
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

-
指
定
の
大
学
等
に
通
う
学
生
の
入
居
も
可
能
に
な
山

り
ま
L

た
。

F

…

多
文
化
共
生
の
推
進
に
つ
い
て

【
市
長
の
答
弁
】
市
の
ウ
エ
プ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
行
政

手
緩
き
ゃ
防
災
な
ど
生
活
に
必
要
な
情
報
を
幻
言
語
に

よ
り
提
供
す
る
他
、
幻
箇
所
の
窓
口
で
叩
言
語
に
対
応

し
た
多
言
語
翻
訳
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
多
言
語

化
を
推
進
、
国
際
政
策
課
に
中
国
語
及
び
英
語
に
対
応

で
き
る
専
門
相
談
員
を
配
置
七
、
行
政
手
続
き
の
支
援

及
び
生
活
相
絞
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

語
学
習
の
支
援
、
更
に
交
流
を
促
進
し
、
必
人
が
参
加

し
た
防
災
ヲ

l
h
z
シ
ヨ
ツ
一
プ
の
開
成
山
公
園
で
の
開

催
、
う
ね
め
預
り
流
し
ゃ
子
育
て
相
談
な
ど
、
外
国
人

住
民
と
日
本
人
が
交
流
で
き
る
事
業
を
実
施
、
延
べ
4

9
8

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
外
国
人
住

民
の
方
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力

し
、
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
一
層
進
め
ま
す
。

.ム7ユ j
e 作炉、

本
裏
面
に
つ
づ
く

d〆F
内怖，.，.内

, :3 S.{ 

ノ
ノ



(2) 

*
表
面
か
ら
つ
づ
く

信
号
機
の
L
E
D

化
の
重
点
的
な
推
進
を
!

従
来
の
電
球
式
の
信
号
機
は
、
朝
方
や
夕
方
に
太
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
際
、

ど
の
電
球
が
点
灯
し
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら

は
、
「
子
ど
も
違
が
通
学
す
る
際
の
交
通
安
全
指
導
を
L

て
い
る
が
、
危
険
を

感
じ
る
。
視
認
性
が
高
い
L
E
D

に
更
新
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
通
学
路
の
信
号
機
は
福
島
県
警
に
対
し
て
、
L
E
D

信
号
機

へ
の
交
換
を
強
く
要
望
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
市
民
部
の
答
弁
}
県
内
で
は
白
百
が
更
新
済
と
の
こ

F
、
信
号
機
の
L
E

D
化
に
よ
る
視
認
性
の
向
上
は
、
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
か

一
ら
、
郡
山
市
長
名
で
雫
期
完
了
を
福
島
県
公
安
員
会
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。帯

状
癌
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

【
質
問
】
厚
生
労
働
省
は
公
費
で
接
種
で
き
る
『
定
期
予
防
接
種
」
，
と
し
、

何
歳
以
上
を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
と
で
検
討
中
で
寸
が
、
先
行
し
て
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
l

本
市
も
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

【
保
健
福
祉
部
答
弁
】
国
の
動
向
を
注
視L
、
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

• 
厚
生
労
働
省
は
令
和
6

年
刊
は
月
四
日
に
定
期
後
種
化
す
る
と
し
て
、
各
自
治
体

へ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
帯
状
癒
疹
は
B

類
疾
病
と
位
貫
J
げ
b
れ
‘
令
和
7

年
4

月
よ
り
、

何
歳
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

市議会だより• 2025年冬月

m
M月
定
例
会
で
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、
~

①
学
校
用
務
員
業
務
、
学
校
給
食
調
理
業
務
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
教
育
関
係
3

事
業
の
外
部
委
託
〈
債
務
負
担
行
為
予
算
)

②
行
政
組
織
再
編
に
伴
う
農
林
部
の
廃
止
'
・
統
合

③
市
長
等
特
-
別
職
と
議
員
の
期
末
手
当
の
0

・
1

月
の
引
き
上
げ

の
3

件
に
関
わ
る
6

件
の
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

「
行
政
組
織
改
編
の
延
期
と
農
林
部
の
存
続
を
求
め
る
請
願
」
へ

の
賛
成
意
見
を
含
め
て
、
岡
田
市
議
が
最
終
日
の
本
会
議
で
行
っ

た
討
論
の
要
旨
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
援
に
力
を
入
れ
、
地
球
全
体
の
食
料
供
給

力
を
高
め
て
い
く
以
外
に
道
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
郡
山
市
の
農

業
を
守
り
復
活
さ
せ
で
い
く
に
は
、
大
規
模

化
、
D
X

化
一
-
辺
倒
の
道
で
は
な
く
、
ー
家
族

農
業
・
小
規
模
農
家
支
援
の
所
得
補
償
、
農

産
物
の
価
格
保
障
の
路
線
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
農
業
県
で
あ
る
福
島
県
、
文
字

一
通
り
そ
の
中
心
地
で
あ
る
郡
山
市
が
、
農
業
を

郡
山
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
大
事
に
し
て
い
く
見
地
に
立
っ
て
農
林
郁
を
存

続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
訴
え
て
、
討
論
と
し
ま
す
ロ

私
た
ち
は
、
日
本
の
経
済
カ
の
落
ち
込
み
の
最
大
め
原
因
が
、ω
年
来

政
府
と
大
企
業
が
進
め
て
き
た
働
く
人
た
ち
へ
の
賃
金
抑
制
策
に
あ
る

と
)
こ
の
間
訴
え
て
き
た
ロ
や
っ
と
世
界
の
先
進
国
と
比
較
し
て
日
本
の

労
働
者
全
体
の
賃
金
水
準
が
低
い
こ
と
が
、
国
民
の
共
通
認
識
に

a

な
り
つ

つ
あ
り
、
賃
金
計
引
き
上
げ
の
気
運
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
今
回
の
市
職

員
の
給
与
改
定
は
、
公
務
分
野
の
賃
金
改
善
の
最
初
の
一
歩
と
言
え
る
か

も
じ
れ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
賃
金
比
較
で
最
も
わ
か
り

や
す
い
数
値
が
)
各
国
が
法
律
で
定
め
て
い
る
最
低
賃
金
だ
。
日
本
の
昨

年
叩
月
改
定
の
最
低
賃
金
は
全
国
平
均
で
時
給
1
0
5
5
円
(
福
島
県
は

9
5
5
-
円
)
だ
が
、
英
和
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ま
と
め
に
よ
る
世
界
の

最
低
賃
金
を
み
れ
ば
、

e
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
2
4
1
5
円
を
は
じ
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
な
ど
、
多

く
の
国
々
が
時
給
2
0
0
0
円
以
上
に
到
達
し
て
お
り
、
ー
年
前
よ
り
格

差
が
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
実
な
の
だ
。
石
破
首
相
は
、
2
0
2
0
年
代

の
時
給
1
5
0
0
円
に
言
及
し
て
い
る
が
、
た
と
え
、
そ
れ
が
達
成
で
き

た
と
し
て
も
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で
の
大
き
な
立
ち
遅
れ
を
改
善
す
る

こ
と
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
。
労
働
者
家
庭
で
な
い
九
年
金
生
活
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
低
収
入
の
世
帯
の
生
活
は
、
さ
ら

に
深
刻
で
あ
る
。
年
金
や
保
護
費
な
ど
が
全
く
増
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ
。

の
聞
の
急
激
な
物
価
高
騰
が
襲
い
掛
か
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
か
ら
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
る
の
が
現
実
な
の
で
あ
る
。

こ
の
状
況
を
も
た
ら
し
た
責
佳
は
、
国
白
地
方
』
同
組
肉
体

i

の
ー
行
政e

に
お

る
。
郡
山
市
の
行
政
を
預
か
る
市
長
は
じ
め
特
別
職
、
共
同
の
責
任
を
負

う
議
員
の
期
末
手
当
の
0

・
1
月
引
き
土
げ
は
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
訴
え
て
‘
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

要援護者のごみ収集が拡充

要援護者に対する=みの戸別収集の実績が大幅に伸長

じています。令和5年9月定例会で条件緩和を求めて市政

一般質問をしておりました。令手口下年度は令手口6年度の1

6倍の予算が計上されます。

れ
い
わ
虹

対反田
h
aauMB 

D
目2U 

当手l
'

 

k
ド
義
務
教
育
は
、
国
(
公
)
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

醐
関
野
で
あ
り
、
施
設
整
備
か
ら
人
員
配
置
、
管
理
運
営
ま
で
、
国
と
地

、
，
方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
実
行
寸
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
用
務
員

n
v

も
学
校
調
理
員
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
も
、
子
ど
も
た

自
電
ち
の
成
長
に
関
わ
る
教
育
職
員
で
あ
り
、
身
分
も
賃
金
も
き
ち
ん
と

叶
国
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
学
校
用
務
員
も
学
校
調

曜
蘭
理
員
も
以
前
は
市
職
員
だ
っ
た
し
、
，
少
数
校
か
ら
始
ま
っ
た
放
課
後

I
U
H
児
童
ク
ラ
ブ
も
、
ほ
ぽ
全
校
で
市
の
置
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

d
z
・
-
-
と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
た
の
だ
タ
そ
れ
を
、
コ
ス
ト
削
減
を
最
優
先

臨
随
一
に
、
郡
山
市
が
、
学
校
用
務
員
ど
学
校
調
理
員
を
民
間
に
委
託
し
、

軍
昌
一
昨
年
4
月
か
ら
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

』
恒
一
さ
せ
て
じ
ま
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

園

1

一
事
業
が
市
の
直
営
事
業
に
戻
る
ま
で
、
市
の
事
業
予
算
に
は
反
対
せ

:
E

一
ざ
る
を
え
な
い
。

県
闘
悶
闘
園
幽
圃
圃

弘
司
一
市
当
局
の
説
明
で
、
農
林
部
の
す
べ
て
の
事
業
は
(
農
林
部
廃
止
後

μ川
一
の
匂
4
月
か
ら
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
問
題

M
W

一
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
1
9
9
5
年
に
食
糧
管
理
法
が
廃
止

U
i

一
さ
れ
て
か
ら
、
米
の
流
通
と
価
格
管
理
は
民
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
米
の

ド
』
一
生
産
力
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
き
た
。
年
間
河
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米

i

一
を
輸
入
す
る
一
方
で
、
国
内
稲
作
農
家
に
は
、
減
反
を
押
し
付
け
る
。

』
随
時
一
郡
山
市
の
場
合
で
も
、
昨
年
1
年
間
で
\
稲
作
か
ら
他
の
農
作
物
へ
の

J
m

一
生
産
転
換
の
た
め
U
億
円
以
上
の
巨
額
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い

ず
九
一
る
。
日
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
た
郡
山
市
の
農
政
が
、
こ
の

町
駅
一
よ
う
な
逆
立
ち
の
農
政
で
よ
い
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
現
に
、
市
内

畠
田
一
の
農
家
、
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
郡
山
市
農
業
の
行
く
末
が
危
ぶ

品
小
一
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
で
い
る
。

品
川
一
今
、
国
連
は
「
家
族
農
業
の

m
年
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

豊
田
一
り
、
地
球
温
暖
化
の
加
速
、
世
界
的
な
飢
餓
人
口
の
急
増
に
対
処
す
る

l
l
-

に
は
、
各
冨
が
、
農
業
の
主
流
で
あ
る
家
族
農
業
や
小
規
模
農
家
へ
の

会派名は略称、

立

憲

共
産
党

賛否が分かれた案件についての各会派の賛否 (0 :賛成、 X反対)
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会
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1 1 議員数ー

農林部と観光産業部の統廃合を
含む行政組織の改編

郡山市議会議員の期末手当UP

郡山市長等特別職の期末手当UP



書~
明証出

J

支
ー
兼書

"
m悶

品
t

ヘ
G
求
「
川

明出支

, , 
‘ 

ι ， 

，~ . , 
a 、別記第 2 号様戒、、

丸、

+ 

区 分 ※該当する区分にO印 費目 名

1 調査研究費 2 研修費 ⑤広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 送料(折込料含む)
、ノ

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)
'"ぞき

支出費目を記入

支出目的
会派「市議会だより」を新聞朝刊に折り込む費用の支払い

(支出事由)

会派「市議会だより'J 3 7'， 5'ÖO 枚の折り込み費用
‘ 

'内 $ 

支出年月日 支 出 先 支'出金額

.'2025 年 2 月 5 日 有限会社 郡山共同印刷、 152 ， 625 円

:d:記のとおり支出します。

遠藤議
, 

l 議員氏名

4 支出番号

/ 

'※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
様欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼什してください。

1 

領j探嘉及び料金内訳明細書等貼付欄



整等書収領

別記第11号様式

"@' 
河可理

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

No. 様証，mzbif之えま!急声札収

金額

いたしました

必，・

�:: 

/ 
/ 

消費税額等( 児)

消費税額等( 児)

客員

内訳

乳金

小初砂子

手形

F民• 
GA'1623 

:登録番号: T3380002009370 

一司、

明官官

請求書

日本共産党郡山市議団御申
〒963・t!uu河

福島県郡山市中時15番2

金額

246,5QO 

138,750 

単価

5.80 

3.70 

町
一
枚
枚

数量

42,500 

37,500 

備考内容

市議会だより i2月議会
新聞折込 2月2日朝刊

区分 a

p・
一一一一一一一一一一一一-一…

385,250 

38,525 

￥423.775 

小計

税 (10%)

合計金額(円)

一一 一日一二ιーー一ーーー--. --., ---~.-ー 一

L 

その他の情報 h
有限会社郡山共同印刷会社名

電話

携帯

電子メーJ~

f 
支払いの詳細
受取人名;有限会社郡山共同印刷

銀行名:悌大東銀行 本店営業部

銀行・支店コード: 0514/030 
白座番号:普遍 13 11.317 or.Jp 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 凹X 381 !1l)1lX 2 面 207，264 ~. i 

2 対象外面積

① m皿× mm= 

② mmX mm= 

③ mmX m皿

④ m皿× mm= 

⑤ '¥IllillX '， m皿

計

• 3 按分割合

II γ 〆 l ﾗ 100. = 対象外按分率

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率

~ 

m最

~ 

~ 

~ 

H
E
 

d
 
n
u
 

o % 

0%0円・・・温

(1 円以下切り上川

支出額 152, 625 円 III =対象経費 152.625 円

'e 



η
月
議
会

報
告市民の1監に応えた施静の実現を

(
刊
以
月
定
例
会
が
け
月
沼
田
か
ら
吃
月
日
出
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

o
役
月6
日
に
行
わ
~

一
れ
た
遠
藤
議
員
の
市
政
一
般
質
問
と
、
最
終
日
の
本
会
議
で
の
岡
田
議
員
の
討
論
内
容
を
一

一
お
知
ら
ゼ
し
ま
す
。

.
4

…

f
i
l
-
-
i
-
i
l
i
-
-
j
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
i
a
i
-
-
i
j
i
l
l
u
-
-

ト
!
?
l
i
l
i
a
-
-
i
j
i
g
-
i

し

遠
藤
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す

1
4公
務
員
と
し
て
の
心
得
に
つ
一
い
て
，
一

-
J

公
務
員
は
、
憲
法
と
公
務
員
法
に
よ
り
ぷ
需
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
法
令
を
進
一

守
、
公
正
な
職
務
の
遂
行
に
あ
た
町
ヘ
公
企
〈
の
利
益
を
増
進
す
る
た
め
に
職
務
を
遂
一

行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
巴

B
i

・

j
i
-
-

本
市
に
お
い
て
-
一
三
数
年
、
い
わ
ゆ
る
公
金
の
私
的
流
用
や
」
底
近
の
契
約
事
一

務
に
お
け
る
不
正
に
よ
る
地
方
公
務
員
法
違
反

J

で
の
他
、
瓦
札
に
係
る
積
算
課
一

り

J

購
入
-
の
際
に
必
要
な
議
会
へ
の
議
決
や
長
め
る
革
最
長
ゐ
漏
れ
な

y
示
発
止
亡
一

て
お
り
、
こ
め
よ
う
な
事
態
に
よ
り
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
信
頼
が
失
わ
れ
た
の

で
は
と
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

再
発
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
総
務
部
の
答
弁
】
一
全
庁
的
・
継
続
的
な
再
発
防
止
策
の
強
化
を
以
下
の
と
お
り
図

っ
て
い
ま
す
。

.
E
r
e
r

・
市
長
よ
り
日
月
間
日
に
特
別
職
、
部
局
長
全m
m名
に
対
し
高
い
倫
ー
理
観
を
も
っ
て

職
務
に
当
た
る
よ
う
訓
示

「
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
事
務
ミ
ス
防
止
研
修
」
の
実
施

-
「
設
計
積
算
ミ
ス
事
例
集
」
に
基
づ
く
発
注
媒
へ
の
個
別
指
導

-
契
約
事
務
・
倫
理
に
関
す
る
発
注
者
服
務
規
律
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底

・
常
生
事
例
の
原
因
分
析
に
基
づ
く
研
修
会
の
開
催
(
予
定
)

ム
寸
後
は
不
祥
事
を
未
然
に
防
ぐ
仕
組
み
の
構
築
に

σ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

L
i
ι会
計
年
度
使
用
職
員
の
療
養
体
暇
を
有
給
に
!

ー
【
総
務
部
の
答
弁
】
園
、
県
と
ー
の
均
衡
に
も
配
慮
レ
て
次
の
主
ね
り
休
暇
等
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

-
本
市
は
窓
口
等
で
市
民
と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
基
礎
自
袷
体
の
特
性
に
鑑
み
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
傷
病
に
よ
る
無
給
の
療
養
休
暇
を
ω
日
以
内
と
す
る
。

.
本
市
独
自
に
新
型
コ
ロ
ナ
タ
イ
か
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
穣
患
し
た

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
療
養
休
暇
を
有
給
と
す
る
。

ユ
再
任
用
の
技
能
労
務
職
の
給
料
を
行
政
職
と
同
等
に
!

二
総
務
部
の
答
弁
】
地
方
公
営
企
業
法
護
条
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
再
任
用
職

員
の
給
与
制
度
は
、
民
間
の
再
雇
用
者
の
水
準
を
参
考
に
し
て
設
定
し
た
も
の
で

あ
り
、
本
市
技
能
労
務
職
の
再
任
用
職
員
の
給
料
に
つ
い
て
も
一
福
島
県
の
給
料

表
に
準
拠
し
て
お
り
、
ま
た
、
.
行
政
職
と
の
比
較
は
、
職
務
に
必
要
な
技
能
、
職

務
遂
行
の
困
難
度
等
の
内
容
と
責
任
が
異
な
る
た
め
、
給
料
表
が
異
な
り
、
比
較

が
困
難
で
あ
る
。
-

「
国
間
国
間
関
川

U
J

郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
は2
時
間
を
超
え
、
更
に
来
年

3

月
に
は
歴
史
情
報
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
利
用
者
の
増
加
や2
時
間
を
超
え

る
駐
車
が
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
入
場
後3
時
間
ま
で
を
無
料
を
す

べ
き
で
す
。

【
都
市
構
想
部
の
答
弁
戸
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
施
設
運
営
や
利
便
性
、
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
近
年
の
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
大

な
ど
か
ら
も
、
一
現
時
点
で
の
無
料
措
置
の
拡
大
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ユ
団
凶
滑
川
旧
同
け
砂
川
川
同
晴
晴
曙
晴
怜
川
」

l

【
建
設
部
の
答
弁
】
特
に
新
幹
線
の
発
着
時
な
ど
の
時
間
帯
に
混
雑
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
2
0
2
3

年
7

・
月
か
ら
誘
導
員
2

名
の
配
置
、
乗
降
場
所
の
案
内

標
識
や
駐
停
車
禁
止
の
看
板
設
置
な
ど
の
対
策
を
実
施
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
盆

や
年
末
年
始
な
ど
に
は
誘
導
員
を
増
員
す
る
な
ど
対
策
を
強
化
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
「
郡
山
総
合
都
市
交
通
戦
略
協
議
会
」
で
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
頂
い
て
い
る
「
一
般
車
両
の
乗
降
揚
や
タ
ク

シ
ー
待
機
場
の
縮
小
」
「
道
路
交
通
法
じ
基
づ
く
警
察
の
指
導
」
「
タ
ク
シ
ー
と

一
般
車
両
を
分
離
す
る
構
造
」
「
お
迎
え
駐
車
の
禁
止
」
「
民
間
駐
車
場
の
利
用

促
進
」
「
郡
山
駅
東
口
利
用
の
促
進
」
な
ど
を
論
点
に
議
論
し
、
更
に
は
市
民
の

皆
様
か
ら
広
く
ご
意
見
を
伺
い
、
よ
り
良
い
対
策
の
立
案
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

2-7'2. 
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1 

思

市
営
住
宅
敷
地

内
の
除
草
を
公

費
で
I

り
回
号

園
、
量
議
忽
『

l
e

市
年

だ
仙
脳

会
一
一
計

韓
関
川

市

郡山市朝P日一丁目 23子
丁目。24-924-25∞

目
入
居
率
の
低
下
や
、
入
居

一
者
の
高
齢
化
、
高
齢
単
穿
世

一
帯
の
場
加
な
ど
に
よ
り
、
町

一
内
会
活
動
が
停
滞
し
、
市
営

一
住
宅
の
共
隠
施
設
の
維
持
管

一
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま

-
す
。
市
営
住
宅
敷
地
内
の
除

-
草
に
つ
い
て
は
、
市
が
支
援

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
建
設
部
の
答
弁
】
入
居
者

だ
け
で
の
対
応
が
困
難
な

高
木
、
屋
地
、
d車
道
際
な

ど
の
危
険
な
箇
所
に
つ
い
.

て
は
、
市
が
除
算
や
輸
出
定

の
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
2
0
2
3

年
か
ら

は
同
様
の
指
定
管
理
者
の

東
急
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

除
草
支
援
業
務
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

緑ケ丘葉市営住宅内の敷地

*
a
郡
山
市
営
住
宅
条
例
改
正
に
つ
い
て

郡
山
市
議
団
が
子
育
て
支
援
策
と
し
て
求
め
て
い
…

た
入
居
条
件
の
緩
和
が
実
現
し
ま
し
た
。

て
-
収
入
上
限
が
2
1
4

千
円
か
ら
2
5
9

千
円
へ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

-
入
居
者
資
格
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
に
あ
…

…
る
者
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

-
指
定
の
大
学
等
に
通
う
学
生
の
入
居
も
可
能
に
な
…

D

ま
L

た
。

間
倒
閣
間
相
問
問
問
1
1
1

【
市
長
の
答
弁
】
市
の
ウ
ェ
プ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
行
政

手
続
き
や
防
災
な
ど
生
活
に
必
要
な
情
報
を
幻
言
語
に

よ
り
提
供
す
る
他
、
幻
箇
所
の
窓
口
で
初
言
語
に
対
応

し
た
多
言
語
翻
訳
ジ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
多
言
語
­

化
を
推
進
、
国
際
政
策
課
に
中
国
語
及
び
英
語
に
対
応

で
き
る
専
門
相
談
員
を
配
置
し
、
行
政
手
続
き
の
支
援

及
び
生
活
相
談
等
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

語
学
習
の
支
援
、
更
に
交
流
を
促
進
し
、
ω
人
が
参
加

し
た
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
成
山
公
園
で
の
開

催
、
う
ね
め
踊
り
流
し
ゃ
子
育
て
相
談
な
ど
、
外
国
人

住
民
と
日
本
人
が
交
流
で
き
る
事
業
を
実
施
、
延
べ

4

9
8

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
外
国
人
住

民
め
方
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

よ
う
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
関
係
団
体
と
連
携
人
協
力

し
、
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
を
一
層
進
め
ま
す
。

*
裏
面
に
つ
づ
く

"'"、.べ，.，..、.3<ot 



*
表
面
か
ら
つ
づ
く

信
号
機
の
L
E
D

化
の
重
点
的
な
推
進
を
!

従
来
の
電
球
式
の
信
号
機
は
、
朝
方
や
夕
方
に
太
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
際
、

ど
の
電
球
が
点
灯
し
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
市
民
か
ら

は
、
「
子
ど
も
達
が
通
学
す
る
際
の
交
通
安
全
指
導
を
し
て
い
る
が
、
危
険
を

感
じ
る
。
視
認
性
が
高
いL
E
D

に
更
新
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
固
通
学
路
の
信
号
機
は
福
島
県
警
に
対
し
て
、
L
E
D

信
号
機

へ
の
交
換
を
強
く
要
望
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
市
民
部
の
答
弁
】
県
内
で
は
位
百
が
更
新
済
と
の
こ
と
、
信
号
機
のL
E

D

化
に
よ
る
視
認
性
の
向
上
は
、
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
郡
山
市
長
名
で
早
期
完
了
を
福
島
県
公
安
員
会
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。

(2) 

帯
状
癌
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

【
質
問
】
厚
生
労
働
、
省
は
公
費
で
接
種
で
き
る
「
定
期
予
防
接
種
」
と
じ
、

白
山
歳
以
上
を
対
象
年
齢
と
す
る
こ
・
と
で
検
討
中
で
寸
が
、
先
行
し
て
実
施

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

【
保
健
福
祉
部
答
努
】
国
の
動
向
を
注
視
し
、
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
令
和
6

年
吃
月
四
日
に
定
期
接
種
化
す
る
と
し
て
、
各
自
治
体

へ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
帯
状
癒
疹
はB
類
療
病
と
位
璽
J
け
ら
れ
、
令
和7
年
4

月
よ
り
、

防
歳
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
後
種
を
一
部
公
費
負
担
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

• 市議会だより

農林部の廃止園統合、市長e市議会議員の期末手当 UP に反対

• 2025年冬月

ー
\ロ

月
定
例
会
で
、
日
本
共
産
党
郡
山
市
議
団
は
、

①
晶
子
校
用
務
員
業
務
、
学
校
給
食
調
理
業
務
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

プ
の
教
育
関
係3
事
業
の
外
部
委
託
(
債
務
負
担
行
為
予
算
)

②
行
政
組
織
再
編
に
伴
う
農
林
部
の
廃
止
・
統
合

③
市
長
等
特
別
職
と
議
員
の
期
末
手
当
の0
・
正
月
の
引
き
上
げ

の
3

件
に
関
わ
る
6

件
の
議
案
に
反
対
し
ま
い
た
唱

-
「
行
政
組
織
改
編
の
延
期
と
農
林
郁
の
存
続
を
求
め
る
請
願
」
へ

の
賛
成
意
見
を
含
め
て
、
岡
田
市
議
が
最
終
日
の
本
会
議
マ
行
っ

た
討
論
の
要
旨
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

義
務
教
育
は
、
国
〔
公
)
の
責
任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分

野
で
あ
り
、
施
設
整
備
か
ら
人
員
記
置
、
管
理
運
営
ま
で
、
国
と
地

方
自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
学
校
用
務
員

も
学
校
調
理
員
も
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ア
の
指
導
員
も
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
関
わ
る
教
育
職
員
で
あ
り
、
身
分
も
貸
金
も
き
ち
ん
と

保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
学
校
用
務
員
も
学
校
調

理
員
も
以
前
は
市
職
員
だ
っ
た
し
、
少
数
校
か
ら
始
ま
っ
た
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
も
、
ほ
ぽ
全
校
で
市
の
直
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
到
達
し
た
の
だ
。
そ
れ
を
、
コ
ス
ト
削
減
を
最
優
先

に
、
郡
山
市
が
、
学
校
用
務
員
と
学
校
調
理
員
を
民
間
に
委
託
し
、

昨
年
4

月
か
ら
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行

さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

事
業
が
市
の
直
営
事
業
民
戻
る
ま
で
、
市
の
事
業
予
算
に
は
反
対
せ

ざ
る
を
え
な
い

D
-
F
-

市
当
局
の
説
明
で
、
農
林
部
の
す
べ
て
の
事
業
は
(
農
林
部
廃
止
後

の
)
4
月
か
ら
も
引
き
継
が
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
問
題

は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
。

1
9
9
5

年
に
食
糧
管
理
法
が
廃
止

さ
れ
て
か
ら
、
米
の
流
通
と
価
格
管
理
は
民
間
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
米
の

生
産
力
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
き
た
。
年
間
拘
万
ト
ン
も
の
外
国
産
米

を
輸
入
す
る
一
方
で
、
圏
内
稲
作
農
家
に
は
、
減
反
を
押
し
付
け
る
。

郡
山
市
の
場
合
で
も
、
，
昨
年I
年
間
で
、
稲
作
か
ら
他
の
農
作
物
へ
の

生
産
転
換
の
た
め
ロ
億
円
以
上
の
巨
額
の
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い

る
プ
日
本
有
数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
と
言
わ
れ
だ
郡
山
市
の
農
政
が
、
こ
の

ふ
う
な
逆
立
ち
の
農
政
で
よ
い
の
か
が
関
わ
れ
て
い
る
。
現
に
、
市
内

の
農
家
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
郡
山
市
農
業
の
行
く
末
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
、
国
一
連
は
「
家
族
農
業
の
印
年
」
と
い
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
地
球
温
暖
化
の
加
速
、
世
界
的
な
飢
餓
人
口
の
急
増
に
対
処
す
る

に
は
、
各
国
が
、
農
業
の
主
流
で
あ
る
家
族
農
業
や
小
規
模
農
家
八
の

支
援
に
カ
を
入
れ
、
地
球
全
体
の
食
料
供
給

カ
を
高
め
て
い
く
以
外
伝
道
は
な
い
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
郡
山
市
の
農

e

業
を
守
り
復
活
さ
せ
て
い
く
に
は
、
大
規
模

化
、
D
X

化
一
辺
倒
の
道
で
は
な
く
、
家
族

農
業
・
小
規
模
農
家
支
援
の
所
得
補
償
、
農

産
物
の
価
格
保
障
の
路
線
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
る
。
農
業
県
で
あ
る
福
島
県

v

文
字

通
り
そ
の
中
心
地
で
あ
る
郡
山
市
が
、
農
業
を

郡
山
市
の
基
幹
産
業
と
じ
て
大
事
に
し
て
い
く
見
地
区
立
っ
て
農
林
部
を
存

、
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
訴
え
で
、
討
論
と
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
日
本
の
経
済
力
の
落
ち
込
み
の
最
大
の
原
因
が
、
初
年
来

政
府
士
大
企
業
が
進
め
て
き
た
働
え
人
た
ち
へ
の
賃
金
抑
制
策
に
あ
る

之
、
こ
の
間
訴
え
て
き
た
)
や
っ
と
世
界
の
先
進
国
と
比
較
し
て
日
本
の

労
働
者
全
体
の
賃
金
水
準
が
低
い
こ
と
が
、
国
民
の
誕
通
認
識
に
な
り
つ

つ
あ
り
、
賃
金
引
き
上
げ
の
気
遣
も
高
ま
う
て
き
て
い
る
。
今
回
の
市
職
­

員
の
給
与
改
定
は
、
公
務
分
野
の
賃
金
改
善
の
最
初
の
一
歩
と
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
賃
金
比
較
で
最
も
わ
か
り

や
す
い
数
値
が
、
各
国
が
法
律
で
定
め
て
い
る
最
低
賃
金
だ
。
日
本
の
昨

年
同
月
改
定
の
最
低
賃
金
は
全
国
平
均
で
時
給
1
0
5
5

円
(
福
島
県
は

9
5
5

円
)
だ
が
、
英
和
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
ま
と
め
じ
よ
る
世
界
の

最
低
賃
金
を
み
れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
2
4
1
5

円
を
は
じ
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
‘
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
州
な
ど
、
多

く
一
の
国
々
が
時
給2
0
0
0

円
以
上
に
到
達
し
て
お
り
、
-
年
前
よ
り
格

差
別
拡
大
し
て
い
る
の
が
現
実
な
の
だ
。
石
破
首
相
は
、20
2
0

年
代

の
時
結
1
5
0
0

円
に
言
及
し
て
い
る
が
、
た
と
え
、
そ
れ
が
達
成
で
き

た
と
し
で
も
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で
の
大
き
な
立
ち
遅
れ
を
改
善
す
る

じ
と
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
。
労
働
者
家
庭
で
な
い
、
宅
金
生
活
応
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
低
収
入
の
世
帯
の
生
活
は
、
さ
ら

に
深
刻
で
あ
る
。
年
金
や
保
護
費
な
ど
が
全
く
増
え
な
い
と
こ
ろ
に
、
こ

の
間
の
急
激
な
物
価
高
騰
が
襲
い
掛
か
っ
て
お
り
、
多
く
の
方
か
ら
悲
鳴

が
上
が
っ
て
い
る
の
が
現
実
な
の
で
あ
る
。

e
.

こ
の
状
拡
を
も
た
ら
し
た
責
佳
は
、
国
む
地
方
吋
閏
拙
回
出
向
の
.
行
政

t
に
あ

る
。
郡
山
市
の
行
政
を
預
か
る
市
長
は
じ
め
特
別
職
、
共
同
の
責
任
を
負

う
議
員
の
期
末
手
当
の
σ

・
1

月
引
き
上
げ
は
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
訴
え
て
、
討
論
を
終
わ
り
ま
す
。

要援護者のごみ収集が拡充 r

要援護者に対1するごみの戸別収集の実績が大幅に伸長

しでいます。令和5年9月定例会で条件緩和を求めて市政

一般質問をしておりました。令和7年度は令和6年度の1.

6倍の予算が計上されます。

ご要望・ご意見は下記
ラインQRコードから
お寄せいただけます。

明誌を?旬
必d:::・古田λ::fV
・2・・・:LlNE li;~i'! 
・':1:等:持久侍〈z
自主主;:i~~~:i!:

会派名は略称

4 れ
立 l ぃ
憲|主

無
所
属

立
憲
郡
山

賛否が分かれた案件についての各会派の賛否 (0 :賛成、 X反対)

共
産
党

自
民
党

緑
風
会

公
明
党

新
政
会

志
朔
会名牢

a

,4i 

} 

x 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

0-

。

。

主2 

ﾗ 

O
一o

2 

ﾗ 

X 

ﾗ 

3 

。

。

。

4 

。

。

。

4 

0-1 。

山
一
山

10 

ﾗ 

0 

0 

1 1 議員数

農林部と観光産業部の統廃合を
含む行政組織の改編

郡山市議会議員の期末手当UP

郡山市長等特別職の期末手当UP



別記第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団 各! 運静
~ 

豊し遠藤 隆
、、

区分 事 由 費 自・金 額 小計

交通費 i I旅費

11 調査研究費 ー自動車燃料費 資料作成費

二重包 |振込料I'W~~~"_~ 

会場費 |雪量o:r輯 . 
出席者負担金・会費 交通費

12 研 修 費 !旅費 自動車燃料費

|資料作成費 イ

食糧費

|振込料
/ 

F、

l会場費 交通費

I゙ 
, 

資料作成費自動車燃料費

広 報 費 |広報誌(紙) |報告書等印刷費

l送料{折込料含む) |掲ウ載エ代ブページ

茶菓子代 (援込料

|会場費 |交通費
』

自動車燃料費広聴，費
r (資料作

喝0・ "#t 7_J..b i振込料
/戸、 ‘・

交通費 |旅費, 
c 

要請費? 
糠情活動

自動車燃料費 |資料作成費
、 振込料 出

|会場費 交通費

6 議 費 自動車燃料費 資料作成費 '・

t 
|¥ 

援込料 '一

円11 ・耐 i翻訳料
|資料作成費

月

筆耕料 |振込料

ー岨 「 [参考図書代帥隅唱Z民
、

8 資料購入費|全国農業新聞購読料 購新読聞料(固刊紙) 雑誌等購読料 事6， 300 事6 ， 300

l等有串料IJíIデ1料ータベ4 |振込料

賃金 .ð-J!;U~車1 会堂

19, 人 件費
|日品、1':7、ー 、，

振込料

|備晶購入費
i リ fースイt

事務所費 消耗品等事務費 |印届d代

振込料 配送手数料

l通自動信車運燃搬料費・
|電話料等(按分) 郵便料等

|(按分) その他

支出年月日! 2025年2月 7 日 現支金出出番納号簿 5 合計 ￥6， 300 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
¥ 

支出番号 。 5

, 区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 Z 研修費 3 広報費 4 広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 (8') 資料購入費 雑誌等購読料
ー、、-'

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

支出目的
全国農業新聞購読料の支払い

(支出事由)
J 

、。 2024 年 4 月 ~2024 年 12 月号の購読料

þ 内 廿'"'"'" ￥700X 9 部 • I 

¥ 一、

支出年月日 支 出 先 支出金額

、‘
.、

2025 年 2 月 7 日 全国農業会議所新聞福島県支局 、 6, 300 円
, 

上記のとおり支出します。
可

議員氏名 遠藤

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

J 

f 

~~I 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよ\うに貼付jしてください。

※欄内に貼付できない場合はF 別記第 11 号様式「領収書等整理票」に貼付し玄ください0 ・



鍾虫壷
令和ケ年 L 月 7 日

日本共産党郡山市議団 様

〒 960-8043

福島県福島市

中町8-2 県自治会館8階

福島県農業会議内

登録番号 T9380005011640 弓
・3
2

・

4

〆
、〆
、戸

、

全国農業新聞、 令和06年 4 月~令和06年 12 月購読分を

. 下記の通り領収します。

• 

金 6, 300 円也

(当期購読明細)

品名 年月 部数 単価 金額 備考

令和6年 4 月 700 平700

令和6年 5 月 700 平700

令和6年 6 月 700 平700

全 令和6年 7 月 700 平700
国 令和6年 8 月 700 平700
農

令和6年 9 FJ 700 平700業
新 令和6年 10 月 700 平700
間 令和6年 11 月 700 平700
購

令和6年 12 月 700 平700読
料 令和7年 月

令和7年 月

令和7年 、月

合計 ￥6， 300 

備考



量茎章
、令和 7 年 L 月ヴ日

日本共産党郡山市諸国 様

〒 960-8043

福島県福島市

中町8 .，- 2 県自治会館8階

福島県農業会議内

L>
登録番号 T9380005011640

全国農業新聞購読料未納額分及び 令和06年 4 月~令和06年 12 月分購読料を

. 下記の通り御請求申し上げます。

• 

請求総額金

当期請求額(円) (税込)

6.300 

61300 円也

請求総額(円) (10Z対象)

6.300 
-
内
，
』

‘
E,
-7t 

円
f

一
5

1
-
額
一

税
一

費
一

山
円

2, 内

(当期購読料請求額萌緬i

品名 年月 部数 単価 金額 備考

令和6年 4 FJ 700 平700
。、

令和6年 5 月 700 平700

令和6年 6 月 700 平100

全 令和6年 7 月 700 平700
国 令和6年 8 月 700 平700
農

令和6年 9 月 700 平700業
新 令和6年 10 月 700 平700
間 令和6年 11 月 700 平700
購

令和6年 12 月 700 平700読
料 令和7年 月

令和7年 月

令和7年 月

合計 平6. 300 

備考

振込先みずほ銀行銀座支店普通預金4074001

口座名 一般社団法人全国農業会議所

新聞福島県支局 支局長・・・・・・・

当期補正額
叶
司



(I1'J)月41:金曜時行
月700円ー年8，400円

自自費税込}
副購読の申込みは市町村農業委覧会
へお気軽に連絡ください。

・発行所
全国農業会議所'
干102・0084
東京都千代田区二番町9・8
中央労働基準協会ピル
. T乱 03・6剖0・11相周X03-3却1屯132
gy()umu@nca.or~jp 

h抗ps:llwww.nca.or.jp/shinbun

@特徴のある週刊棚…・・・・・〉欄!こ力点をおいた企画編集とニュース髄

@時代I&:錦繍臓か…・・令農政・農業・農村の動き、問題をタイムリーに

@舗に縫立つ"・......・-…..) 11っておきたい経曽・流通情報と経曽マインド

@嗣材ー，.，力ラー、8ページ"・ゅより「見やすくur分かりやすくリを追求

@読みやすく親しみゃすしい・ゆ地方版や鳥獣害対策が充実

/ 

全国農業新聞は地域農業者の

代表機関である農業委員会の

ネットワークが発行する

週刊の農業総合専門紙です。

農
家
の
思
い
を
伝
え

農
業
・
農
村
の
「
七

と
も
に
考
え
妻



別記第 1 号様式 支出調書
J 代表者 経理責任者、 起案者

会派名 日本共産党郡山市議団

~ 警警 遠藤 隆毒欝、雪

、

区 分 事 由 費， 目・金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

強鉱 振込料W切」ヨL.~Ru男ミ

会場費「 講師請す金

出席者負担金・会費 交通費

12 研 修 費 旅費 自動車燃料費 ¥ 

ノ

" 資料作成費 食糧費
J 

へ

振込料
ハ

会場費. |交通費

< 自動車燃料費 |資料作成費 f 

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

|送料{折込階む)
/ l 掲ウ載エブ代ベザ

茶菓子代
, 

振込料

会場費 交通費

広 聴費 自動[~;jSj.. 資料作成費 i

....宣伝-7"'LJ 振込料
」

~~.~ .，、 R 

交通費 旅費

15 情活動費
自動車燃料費 f l資料作成費

振込料 、

|会場費 交通費

6 d32L r 議 費 自動車燃料費 持~lk>1 U.戸 .....冨劃包

....1J"T I r-Uん;貝

!振込料

181昆n鎚主審 翻訳料
7 資料作成費

J 、

筆耕料 振込料

，世田t 参考図書代

資料購入費 月刊「住民と自治J 購読料 1購新続聞料{日刊紙) ￥19 ， 200 ￥19 ， 200 

|等骨利軒用7料ータ ヨ 1 振込料

賃金 J、，ロ..0..島rolkk
日曲 、四

人 件 費
振込料

'1備品購入費
l リ ース代

110 事務所費 |拙会長ロ誼盲誼畠 1 印刷代1 1 ".".......刷可 '.v~". 

|振込料 卸浅草書官料

|電話料等(按分) 郵便料等
11 
通信運搬・
自動車燃料費 (自(按勤時分) その他

現支金出出番納号簿支出年月日 2025年3月 4 日 6 合計 ￥19， 200 
、

" 
f 

「



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

、 ー

-区 分 ※該当する区分にO印 費目，名

1 調査研究費 3 広;報費
、

2 研 J 修費 4 広聴費
1 も

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 伊):，資料購入費 雑誌等購読料

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費問主主記入

〆

支出，目'的
月刊「住民と自治J 購読代金 Z 冊分の支払い:

(支出事由) 、

,-司 ,- ー 酢 F・ 圃i ー F ‘ 5 

.内
ノ

丹刊「住民と自治J 2024 年 4 月号'"'"'2 0'25 年 3 月号の購読料容

、

, 

支出年月'日 t 支 出 先 支'出金額1 

• ー

2025 年3 月 4 日 福島自治体問題研究所ヘ , ・' _ '19, 2ÙO 円
¥ , 

上記のどおり支出します。
t 

司.

、ー

，ィ

議員、氏名 遠藤

6 支出番号

、
h
u
­

-
-
さ

一
だ

わ
h
O
~
~
m
h

一
.
く

訂

J

一
H

一
て

~
一
一

H
.

二
沿
い
E
-

一
し

'
~
話E-
f・

3

〉
コ
島
田

冷
む
・
，

h
E

斗
リ

日
た
E
4宅
一
古

-
R

只

h
t抜
札
泌
総
ノ
!
?
。
に

じ
仁
ド

i
a
-

し
'

制
吋
川V
H

一
自
動

ミ
J

収
ト
，
d
f
b
e

，
プ

I

珪

千
・
端
'
F
h
/

一
代
監

ぷ
回
パ
リ
叶
ん
孔
リ
‘
一
じ
薄

日
的
記
凶
作
も
一
量
耳

、
イ
土
台
十
ー
一
附
日
開

r

リ
ル
一
一
日
/
一
時
晴

I
V

ず

'
W，
，
リ
一
穴
に
~
一
一
一

-
\
4

一
ゴ
式

M
e
件
、
一
川
一
一
一
一
ド
ー
-
一
~
つ
一
一
一
一
二
三
一
一
一
リ
ー
様

J
U

月
子
円
十
一
ペ
ル
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
計
号

ぷ
/
d

、

J

一
一
日
以
ゃ
い
い
に
一
一
対

f
H

一
が
日

J

ふ
行
zー
一
一
尚
一
一
一
-
\
一
二
一
一
一
対
一
な
第

l
v

ド

4
-
訟
九
一
寸
:
・

J
-

部
一
一
一
一
ー
『
重
記

〆
ゴ

-
U
L
h
J
-
f
y

一4
1一
等
一
\
郡
一
一
挙
一
二
〆
一
i

時
・

司ι

込
\
一
-
一
ト
編
戸
揚
ぺ
与
額
品
z
-

一
'

A
-
e
f
-
-一
湘
ー
ト
一

i貌
江
(
一-
J税
ハ
一
一
-
一
-
ま

一M

町
内
一
鎖

h一
糊
一
錯
一
一
誠
一
一
一

T

一
釘
比

t

打
斗
刻
訂
斗
刻
』
一
場
合

脅
科
い
お
じ
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領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
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21慨を地方即時代にくち

_...ーでーー品申司& 川三Lム四五長与山ーー一二ι-~.:.三島司冗ヰ主..ー民三:í;""i'Ò'λ人日刊一子ゴ:.r~~;;.:::J.{.'._ .:::r'ヶa

2025年3月1 日発行〔毎Ì'l 1 日)通巻743号/昭和38年10月 10日第三種郵便物認可

ーー と=て
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.'臓をないがしろにする原発推進
第7次エネルヰ選本計画と再エネ100%化i乙向τけた課題大島堅一
原発建設に対する政府の手厚い支援 j
一新たに検討されるRABモデルとは松久保肇
能登半島地震を受けて、避難計画の抜本的見直しを 犬河陽l
原発政策は無責任政治の象徴宮嶋謙 1 

r.必・核ゴミマネーj に依存しない地域づくりを目指して~北海道から
変則原発2号機の再稼働中止を天下みゆき

中間貯蔵施設への使用済核燃料搬入、最終貯蔵施設f邸主許されない
柏崎刈羽原発再稼働の是非を県民投票で決める 吉田裕史

FOCUS 2025年度政府予算案と地方財政対策のポイント論点 平岡和久

J ミム
ノロ

清小田

栗橋伸夫
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:別記第 1号様式ー
"、

支出:調書
代表者 経理責任者

会派名勺 日本共産党郡山市議団 醤j / 

区 分 事 由 、費。目 金、額

冒

交通費 !旅費

l 3 2 i 調査研究曹 自動車燃料費 資料作成費

|調査委託費 振込料

‘ 1 
会場費 |曲面副

|町 F聞 J

|出席者負担金・会費 交通費

12 研修、費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

. , 振込料

• 
会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費
, 

!送料(折込料含む) |掲ウ載エ代プペ一〕ジ
.~ 

茶菓子代 援込料

会場費 |交通費
" 

広 聴 費 自動車燃料費 |資料作成i

茶菓子代 |振込料

交通費 |旅費
要請・

自動車燃料費 資料作成費陳情活動費

振込料

会場費
戸

交通費

6 議 費 自動車燃料費ー 資料作成費

• 振込料

、ー 印刷製本費 翻訳料
資料作成費

I 筆耕料 振込料

!参考図書代

8 資料購入費|新聞「農民J 購読料の支払い 購新読聞料{日刊紙) 雑誌等購読料

有等利料用デ料〒ダベ}ス 振込料

賃金 社会保険料等
.19 ;人 イ牛 費

振込料

|備品購入費
リ』・ス代

事務.所費 I~iu逸話エロ 曲

印刷代l 市同市ù j.，ll-l-'司1'""'7'""~:JI'\

i振込料 ー， 配送手数料
争、

、

!篭話料等(按分) 郵便料等
|通自動信車運燃搬料費・

その他
‘ 

, .、

♂.....・・

2025年3月 31 日 現支金出出番納号簿 合計支出年月日 7 
ー・

,:.1 

t1 

起案者
、

遠藤 隆 筆書
小計

, 

￥8 ， 568 ￥8， 568 

γ 

ノぜ

￥8， 568 



月b

. .、
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別記第 2 号様式

i 支出明細書兼支出証明書
>;')..t ユ

支出番号 7 
、

区 l 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

1 調査研究費 2 研修費 3 広報費 4 広聴費

6 会議費 7 資料作成費包資料購入費
、.

5 要請・陳情活動費 雑誌等購読料

10 事.務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入 l 晶、

/ 

支出目的
新聞 ..f農民J 購読料の支払い

(支出事由)

F 

郡山地方農民連の新聞「農民J .2024 年 4 月 ""2025 年 3 月

'内
~手~ト.. 714 円 X12 ヶ月

L 

支出年月日 支 出 先 支出ー金額

2025 年 1 月 30 日 郡山地方農民連 8， 568 同

上記のとおり支出します。

a 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

f 

/手

、

議員氏名
晶 一一一一

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付して《ださい。

遠藤重量

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。

¥J 

f 



• 

• 

JJIJ記第11号様式

領収書等整理票

t~~~及び地一一一 ... . ~.，..一戸『戸畑 内一 ~. - .~.~ ーャーー--_._-.....-守山町戸田-，-.一

, 一つ
ド 領収 書

上記の金額たしかにいただきました
ご協力ありがとうございました

ぺ信墨霊妻郡山地方農

係圃圃

請求書

ー日本共産党郡山市議団様

下記の通りご請求申し上げます。(

@会費は当月分を:10日までに支部会計へ!!"

No 

20:25"，年 f 月 30 日

lLZ20244茸4131Jtrt7附W'lltrF!fIJ
優主 20'>時3同月刈 伊宮円 1
特別会費 同

その他 円

2024年12月 13日

干963-0201

TEL.FAX 0 

一、
ご請求金額 、￥8 ， 568-

(消費税対象外}

内 骨
E戸冨ー

数量 単位 単価 .金明額 備考

新聞農民2024年4月.-v2025年3月 12 ケ月 714 a,568 
, 

、

合計 8,568. 

同封の郵便局振込用紙でお振込みいただくか、下記口座にお振込みください。
郡山信用金庫東支店普通1088117 /福島古くら農協中田支店普通0004599

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。
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別記第 1 号様式

ー代表者 経理責任者 起集者

会派名 日本共産党郡山市議団 ⑧ 選聾 遠藤隆命
区 分、 事 由 費 目 金 額 f 小計

',' 

交通費 l旅費

1 調査研究費 迫1 車燃料費 資料作成費 、

ι間企委託賀 l振込料

‘" 旬' 会場費 講師謝金

|出席岩告相'.(W・会費 交通費

12 研 修 費 旅費 白動車燃料費
F 

資料作成費 |食糧費
r 

、3 

振込料

会場費 突通費

自 !績弘 |出血I ik"""'{'争臨
, .... 1~'I-.llrHN^ 

3 広 報 費会派市議会だより発行 広報誌(紙) 事271;150 l報告書等印刷費
K 

、苦423， 775 

一、
送料(折込料含む) ￥152， 625 i塑ウ童エ全プページ

、 茶菓子代 振込料
可

|会場費 交通費
< , 

f 
, 

4 広 聴 受 自動車燃料費 資料作成費

|茶菓子代 振込料

|交通費
( 

旅費

E 要請・
/ 

陳情活動費 自蹴寧燃料費 資料作成費

]

|振込料 A 

会場費 交通費
、会 わ

6 会 議 費 自動車燃料費 )'W!k-I/，ル.... ヨ』冨尚昆
5え'1""-lï叫ん.... 

1 ・
仮込料

• 印刷製本費 翻訳料
資料作成費

室経耕料 振込料 P

法規追録代 参考図書代

e 資料購入費 同町....~Rlu.

|有等料利デ用料ータベース 振込料

賃金 会保険料等
9 ん {牛 費

振込料

1ぶ� で主
I''''''~ |備哨入費 リース代

事務所費 消耗品等事務費 印刷代

ー 振込料ゐ， l' 記送手数料
~・ 同・

|通自動信車運燃搬料費・
, l電話料等(齢) 郵便料等

11 '.j 

自(動按車分需), その他,. ‘. 

,," ~l 四

現金出納簿
n 支出年月日 2025年3月 31 日 8 合計 ￥423， n5 支出番号 J 

2 

':';'司



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 8 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名
{ 

1 、調査研究費 2 研修費 3)広報費 4 ノ広聴費

5 要請・陳情活動費 6 会議費 7 資料作成費 8 資料購入費 広報誌(紙)

10 事務所費 11 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

、

支出目的
'r市議会だより」の印刷費用

(支出事由)

会派発行市議会だより 42 ， 500 枚を印刷

• 内 J 

廿.-h. 

/ 

支出年月日 支 出 先 支出金、額

2025 年 3 月 31 日 有限会社 郡山共同印刷 271 , 150 円
t 

上記のとおり支出します。

議員氏名 遠藤

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

• 
T 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならない占うに貼付Lてください。一

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。

句、

, 

〆



I. 

別記第11号様式

領収書等整理票'
t 

'-'ーー一

「

請求書
司2日

日本共産党郡山市議団御申

区分 l 内、容 備考 数量単位

、 市議会だより 3月議会 ‘ , 、 " 42,500 枚

.新聞腕叩醐Tリ 問。枚
I 

" 

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:制大東銀行 本店嘗業部

銀行・支店コード: 0514/030 

口座番号:普通 1，311317

小計

税 (10%)

合計金額(円)

会社名

電話

携織
電子メール

画・.， ，・ 圃同晶 ・

385,250 
38,525 

￥423ン775

その他の情報

有限会社郡山共同印刷

kyodou@sea.plala.or.jp 

予も 』三‘ ー:1.:'，.'ー ー;~F一一、 ー二、 ー-、-・e ムsー 子支 “ーz 一zー"ー?-
.一"屯叫‘ リ"伊曲‘‘ 日町'司， Z"'， 'Z 司.叫肘唱.: ::1 , ~!' "':: '" ‘ 

ー. 闘‘- ・ aー.. 司.. ，・"ー-・. ・』司ニ，-圃・・ニーーー一ムー4ー・晶・ー1ーー一司ー-ニ‘‘『ー一ー司. • 一F帽 -伊 ニー回，'-唱ー・-二・;1"-;' ，;，"，~:~o，'，.I" o~ 01" ;..'," ",',' ;: ,0'" '" <:' ,,<,' :',: ",: ~"，，-， ，'，:，，:=.，':，~，~，"，=，: =':'''' 
?二羽 2主手-ーzー‘ -・hー-ー・a 九 ・ー 曲' 、ーー， 唱・."';・.~晶・・"可'ー" ー_....町、晶Eー由・" 畠

t:.>!~I'"・ 7.= ;-:翠~Ii~f~*~
圃ー -司・・ ・"・・・ M・"円.;- ~ 

子被ー メ 1l・ i町 f、T必
一 一-, ,-, ' :1ff;1l1t Q�iU" 'i 1;.. " .~~ '" ~l .. r.JI, , f;.21' ，:;~ 〆 g 一君、

靖費税薮ヲnl-，%) ー.、』

j 涜京税額等( %} 、 出 , -



• 

• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 皿× 381 皿× 2 面 207， 264 nnfi 1 

2 対象外面積

① 皿皿× mm= mJft 

② mmX m皿= m市

③ mmX mm= mm 2 

④ mmX mm= mIff 

⑤ 皿血× mm= m品

計 onnfi ・ • 11 

3 按分割合

n 1 ﾗ 100 対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 271 , 150 円 ﾗ 対象外按分率 o %ニ O円. III 

(1 円以下切り上げ)

支出額 271 ， 150 円一面=対象経費 271 , 150 円
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-菌2
町
村
一
は
ニ

一
6

区
分
さ
れ
、
郡
山
市
は
下
?
2

番
目

(
5
番
旦
の
ニ

二
o

級
地
1
;

止
属
し
て
い
る
。
他
市
シ
ら
比
較
で
雪
え
二

百
二
宮
E
2

絞
地
l
i
s

昔
ご
属
」
中
核
一
一

王
子
置
に
属
す
る
の
は
‘
郡
山
市
と
い
わ
き
市
、
ル
ニ

一
戸
市
の
q

エ
巾
し
か
な
い
。2
級
地
l
L

と
3

級
地
l
l

で

τ
，

一
は
、
支
給
額
に
9
%

の
較
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一

F
I
t
-
'
I
t
J
I
t
-
-

』
t
e
t
B
i
t
t
-
t
B
i
g
-
-
t

』
1
1
i
t
-
-
t
I
B
-
-
1
I
t
-
-

【
質
問
】
級
地
指
定
の
改
善
は
早
急
に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
ば
な
い
か
。

門
品
川
市
長
】
2
0
2
1

年
か
ら
4

度
に
わ
た
っ
て
厚
労
省

に
市
と
し
て
文
書
要
望
し
て
き
た
。
2
0
2
2

年
8

月
、
2

0
2
3

年
7

月
に
は
市
長
自
ら
社
会
・
援
護
局
長
へ
直
接
要

望
を
行
っ
た
。
今
年
2

月

U
日
に
は
、
福
島
県
を
通
じ
千
、
、
'

級
地
区
分
，
・
制
度
の
見
直
し
等
の
意
見
を
提
出
し
た
。
し
、
か

し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
固
か
ら
見
直
し
の
通
知
が
な
い
。

れ2
)
自
家
用
車
の
保
有
と
通
院
時
の
移
送
費
に
つ
い
て

【
質
問
】
自
家
用
車
の
保
有
と
通
院
時
の
移
送
費
支
給
陀
つ

い
て
の
現
状
と
改
善
の
方
向
性
は
。

【
保
健
福
祉
部
鼻
】
自
家
用
車
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
「
障

害
者
の
通
院
等
や
、
公
共
内
部
通
機
関
の
利
用
が
著
し
く
困
難

な
地
域
に
居
住
す
・
る
利
用
者
の
通
勤
及
び
通
院
等
に
利
用
す

る
場
合
な
ど
」
に
は
認
め
て
い
た
が
、
昨
年
ロ
月
の
厚
労
省

よ
り
「
保
有
が
認
め
ら
れ
た
自
動
車
に
う
い
て
は
、
日
常
生

活
に
不
可
欠
な
買
い
物
等
で
の
利
用
を
認
め
る
」
通
知
が
出

さ
れ
た
。
必
要
と
す
る
方
に
必
要
な
保
護
を
適
用
し
て
い
く
。

通
院
の
移
送
費
に
つ
い
て
は
‘
「
居
住
地
等
に
比
較
的
近

距
離
に
所
在
す
る
医
療
機
関
に
限
ら
れ
」
て
お
り
、
他
は

「
個
別
に
内
容
を
審
査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
通
院
に
要
す
る

費
用
を
給
付
」
し
て
い
る
。

2
0
2
2

年
度
は
述
ベ
1
3
0

件
、
2
0
2
3

年
度
は
述
べ
1
3
6

件
の
、
給
付
で
あ
る
。



山
一
-
遠
藤
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

時
世
間
府
働
団
間
宮
ほ
し
陀

【
遠
藤
]
実
家
の
相
続
の
手
続
き
等
、
高
齢
者
の
多
く
は
認
知
機
能
も
衰
え
、

法
律
的
な
手
続
き
も
苦
手
で
行
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
‘
市
と

し
て
支
援
を
ど
の
よ
う
に
お
考
九
か
伺
い
ま
す
。

【
保
健
福
祉
部
】
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
目
的
と
し
て
、20
2
2

年
4

月
ヒ

郡
山
市
成
年
後
見
支
媛
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
同
セ
ン
タ
ー

を
中
核
機
関
と
し
、
地
域
連
携
ネ
ヅ
ド
ワ
l

ク
を
構
築
し
て
支
援
体
制
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
判
断
能
力
の
低
下
し
た
方
の
支
援
や
将
来
の

備
え
に
役
立
つ
周
知
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
3

月
四
日
に
は
市
民
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
予
定
で
、
1
0
0
名
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
l

ト
「
わ
た
じ
の
未
来
ノ
l

ト
」
を
配
布
し
、
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
充

実
と
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付
に
つ
い
て

【
遠
藤
】
郡
山
市
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者
の
約
半
数
が
，

高
齢
者
で
す
。
介
護
す
る
ご
両
親
の
高
齢
化
に
よ
り
、
現
物
給
付
の
要
望
は
一
一
層

切
実
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
叶
市
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
国
こ
対
し
て
国
民
健
康

保
険
制
度
の
国
康
負
担
金
J
調
整
交
付
金
減
額
措
置
の
廃
止
を
求
め
て
き
た
と
伺

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

【
保
健
福
祉
部
】
固
に
対
し
て
全
国
市
長
会
を
通
じ
た
要
望
や
、
Z
0
2
4

年
7

月
に
は
品
川
市
長
が
厚
生
労
働
省
へ
葺
援
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、20
2

4

年
9

月
に
は
福
島
県
に
対
し
て
も
財
政
的
支
援
を
求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た

が
、
現
時
点
で
国
や
県
か
ら
の
対
応
策
は
示
さ
れ
で
い
な
い
た
め
、
継
続
し
て
要

聖
レ
て
ま
い
り
ま
す
。

支
援
に
つ
い
て

【
子
ど
も
部
】
郡
山
市
で
は
、
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ヲ

l

ク
登
録
団
体
に
食
材

購
入
支
援
と
し
ぞ
商
品
券
を
提
供
し
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
体
験
活
動
の
径

一
費
補
助
を
行
っ
マ
い
ま
す
。
更
に
、
財
政
的
な
支
援
の
み
な
ら
ず
、
「
地
域
の

ヮ
→
τ
Tど
も
遣
を
、
住
民
や
企
業
な
ど
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
」
と
い
う
考
え
の

ふ
=
も
と
、
支
援
企
業
の
獲
得
や
食
材
提
供
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
つ
な
が
る
子
ど

M
二
も
食
堂
の
周
知
啓
発
な
ど
、
子
ど
も
食
堂
が
持
続
的
か
っ
安
定
的
に
運
営
を
続

竺
同
点
る
よ
う
支
援
の
輸
の
拡
大
に
も
ま
守
い
ま
す
。

サ
ψ
l

キ
ュ
ラ
I

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

【
遠
藤
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
余
剰
食
材
や
公
園
や
街
路
樹
の
劃
定
枝
、
青
果
卸
売

市
場
の
売
れ
残
っ
た
野
菜
等
を
原
材
料
と
す
る
有
機
把
料
化
飽
設
を
市
と
し
て
保

有
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?
?

【
環
境
部
】
河
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施
殺
の
建
替
え
に
あ
た
り
、

「
さ
み
を
資
源
」
と
す
る
資
源
循
環
主
サl
キ
ユ
ラ
l

エ
コ
ノ
ミ
ー
社
会
の
構
築

を
目
指
す
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
分
野
で
の
熱
源
利
用

や
二
酸
化
炭
素
の
再
刺
用
、
生
ご
み
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
肥
料
化
施
設
の
新
設
に
つ
い
て
は
関
係
部
局
左
連
携
し
、
情
報
収
集
や
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

て
い

2
R
1

職
員
1
3
2

名
(
常
勤
換

職
員
の
比
率
は
約
四
四
%
で

の
減
少
や
公
立
保
育
所
の

ぇ
、
適
正
な
職
員
の
採
用

の
大
件
費
と
し
て
約
お
億

~V~U~乍"/コ

郡
山
市
社
会
福
証
協
議
会
の
給
与
制
度
の
改
定
に
つN
て

【
遠
藤
】
給
料
表
改
定
や
期
末
・
勤
勉
手
当
の
改
正
が
見
送
ら
れ
、
寒
冷
地
手
当

も
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
市
職
員
と
の
待
遇
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
嘱
託

職
員
の
年
齢
加
算
の
廃
止
や
白
山
歳
以
上
の
職
員
の
昇
給
停
止
も
行
わ
れ
ま
す
。
協

議
会
の
収
支
赤
字
が
理
由
で
す
が
、
協
儀
会
は
地
域
福
祉
の
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
市
職
員
に
準
じ
た
処
遇
を
維
持
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

市
か
ら
の
補
助
金
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

【
保
健
福
祉
部
】
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
市
内
の
社
会
福
祉
活
動
を
担
う
法

人
で
あ
り
、
市
ほ
例
年
、
同
協
議
会
の
要
望
を
踏
ま
え
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
な
お
2
1
0
2
5

年
度
の
予
定
補
助
金
額
は
約
1
億
2

千
万
円
で
す
。
ま

た
、
2
0
2
5

年
度
に
は
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
U
事
業
に
計
2

億
2

千
万

円
程
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

i

l

i

l

i

-

-

i

l

 

・

'
 

総
合
地
方
卸
売
市
場
と
農
商
工
連
携
に
つ
い
て

【
品
川
市
長
】
郡
山
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
は
、
生
鮮
食
料
品
の
取
引
を
適
正

化
し
、
流
通
を
円
滑
に
し
て
き
ま
し
た
が
、

E

コ
マ
l

ス
の
普
及
や
生
活
様
式

の
多
様
化
、
市
場
外
流
通
の
増
加
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
市
場
運

営
協
議
会
を
設
置
し
、
農
商
工
の
連
携
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
、
持
続
可
能
な
市
場
運
営
を
目
指
じ
、
食
料
安
全
保
障
に
貢

献
す
る
た
め
‘
農
家
や
地
域
企
業
と
の
連
携
を
強
化
し
古
い
き
ま
す
。

【
共
産
党
市
議
団
の
反
対
討
論
】

一
、
乳
児
等
遁
額
支
援
事
業
の
本
格
実
施
に
つ
い
て

2
0
2
4

年
に
岸
国
政
権
が
異
次
元
の
少
子
化
対
策
と
し
て
提
唱
し
た
の
が
「
こ
ど
も

維
で
も
通
園
制
度
」
で
す
。
同
年
試
行
が
全
国
で
実
施
さ
れ
、
2
0
2
6

年
度
か
ら
は

。
「
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
」
と
改
称
さ
れ
本
裕
実
施
さ
れ
ま
す
。
郡
山
市
も
、
今
定
例
会

で
条
例
等
も
改
正
し
本
格
実
施
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
保
育
の
専
門
家
や
運
動
団
体
か

ら
は
、
疑
問
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
格
実
施
に
な
る
と
保
育
実
績
の
な
い
営
利
企

業
で
も
、
基
準
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
市
町
村
と
し
て
認
可
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
極
端
な

事
例
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
儲
け
本
位
の
事
業
者
が
、
-
7
1
7パ
.
1
ク
等
の
近
所
で
、

一
時
挺
児
事
業
に
特
化
し
て
、
全
国
か
ら
の
利
用
者
を
対
象
に
事
業
展
開
す
る
よ
う
な
事

例
も
考
え
ら
れ
る
」
と
専
門
家
が
懸
念
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
現
行
制
度
と
比
較
し
保
育

事
業
に
お
け
る
大
幅
な
市
町
村
責
任
の
後
退
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
J
こ
ん
な
拙

速
な
乳
児
等
通
商
支
援
事
業
の
本
格
実
施
に
は
、
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

二
、
品
以
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託
継
続
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
〈
の
入
会
希
望
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
市
の
直
営
事
業
と
し
て

市
民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
事
業
で
す
。
ど
ん
な
に
学
童
保
育
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
え
た
事

業
者
で
も
、
株
式
会
社
と
い
う
性
質
上
利
潤
を
挙
げ
る
こ
と
が
至
上
命
題
で
あ
り
、
人
件

費
や
利
用
料
等
に
し
わ
寄
せ
が
い
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
今
回
、
質
問
で
取
り
上
げ
た
支

援
員
の
方
々
の
「
現
給
保
障
が
な
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
不
満
の
芦
少
、
民
間
委
託
の
限

界
を
示
し
て
い
ま
す
。
次
回
の
更
新
の
際
に
は
直
営
事
業
に
戻
す
こ
と
を
求
め
て
、
予
算

計
上
に
は
反
対
し
ま
す
。

三
、
3

件
の
P
F
I

事
業
へ
の
予
算
計
上
に
反
対
じ
ま
す
。

開
成
山
体
育
施
践
の
P
F
I

事
業
、
開
成
山
公
園
P
a
r
k
-
P
F
I

事
業
は
、
そ
の

予
算
規
模
の
拡
大
や
ベ
デ
ス
ト
日
ア
ン
デ
ッ
キ
の
有
効
性
、
開
成
山
公
園
の
除
草
の
遅
れ

な
ど
「
の
部
分
で
「
市
民
の
声
が
通
ら
な
い
」
な
ど
と
の
不
満
の
責
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
園

現
在
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
に
伴
う
P
F
I

事
業
の
導
入
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
と
健
全
な
成
長
の
基
礎
と
な
る
学
校
給
食
の
場
に
「
市
民
の
芦

が
通
ら
な
い
」
よ
う
な
建
鮫
運
営
形
態
を
導
入
す
べ
き
で
あ
り
ま
せ
ん
。



別記第 2 号様弐

支出明細書兼支出証明書

支出番号 、 8

区 分 ※該当する区分に0印 費 目 名

研修費臨広報費 4 広聴費1 調査研究費 2 

5 要請・陳情活動費 6 会議費 |7 資料作成費豆:盃辰五: 送料(折込料含む)

10 事務所費 11 通信運搬 e 自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入
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会派「市議会だより」を新聞朝刊に折り込む費用の支払い
(支出事由) 1 …一明…一一一町一一…・ー"……一一回一一一一一一一…→一…一一一…一一一一一一一一一一一一一-.一一「一一一一一一一一一…一一

会派「市議会だより J 37, 500 枚め折り込み費用
1 

一一一一
内ー 廿'*・ /、

一一一一一一

支出年月日 支 4 出 先 支出金額

2025 年 3 月 31 日 有限会社 郡山共同印刷 152， 625 円

上記のとおり支出します。
角、

議員氏名 遠藤

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付じてください。



別記第11号様式
.、

領 収書等整理 面
対

請求書

日本共産党郡山市謹団御申

単価

5:80 

3.70 

金額

246,500 
138,750 

区分 内容' 備考、数量単位

一 市議会だより 3月議会 、 42,5QO 枚 i

. 新聞服 3月30日朝IJ 町00 枚

小計

ー税 (10%) 

385,250 
38,525\ 

￥423.775 合計金額(円)

支払いの詳細

受取人名:有限会社郡山共同印刷

銀行名:側大東銀行 本店営業部
鮒子支店コード: 0514/030 

口座番号ト普通 1311317

会社名
I 電話

携帯

電子メール

その他の』情報

有限会社郡山共同印刷

024・9

r;. 



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

272 mmX 381 mmX 2 面= 207, 264 mJff 0 

2 対象外面積

① m皿× mm= ma 

② mmX mm= ma 

③ mmX mm= mm 2 

④ mmX mm= mm 2 

⑤ mmX mm= mJff 

計 o mJfio 0 0 ii 

• 3 按分割合

n 1 ﾗ 100 対象外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 152, 625 円 ﾗ 対象外按分率 0%=  0 円 olll

(1 円以下切り上げ)

支出額 152 ， 625 円一也=対象経費 152.625 円

• 



• ョ~r仲川ん• 
S
E

コ
出
側
釦
新
民
間
日
制
民
出
血
ハ
割
引
骨
密
刊
百
回
引
が
製
回
以
劃
智
駐
川
一
)

月
議
会
一
岡
田
議
員
が
市
政
一
般
質
問
を
行
い
、

3
月
7
日
の
本
会
議
で
は
開
成
山
公
園
や
郡
山
市
総
合
体
一

盟
問
止
回
一
育
館
等
の

P
F
I

事
業
が
「
市
民
の
声
が
通
ら
な
い
」
事
業
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
乳
児
等
通
園
…

山
午
ぃ
l

一
支
援
事
業
が
保
育
士
、
の
負
担
を
増
穴
さ
せ
否
等
の
懸
念
か
ら
、
そ
れ
ら
の
予
算
を
含
む
詰

7
6…

.
，
.
一
度
一
般
会
計
予
算
等
に
つ
い
て
周
囲
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
一

-
h
f
e
i
l
e
i
t
i
s
-
i
e
l
i
t
-
-
i
i
1
1
1
1
1
1
1
1
i
i
i
F
i
l
i
-
-
a
f
f
i
l
i
-
-
g
j
i
-
-
i
s
i
l
l
i
-
-
l
i
s
-
-
i
i
i
L
 

d
a
E

岡
田
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
は
次
の
と
お
り
で
す
、
-

塁

-
L

訪
問
介
護
事
業
者
支
援
に
つ
い
て
了
享
校
司
書
等
の
処
遇

副
a
E

一1
日
川
什
川
川
叶
川
川
1

川
川

1
1

川1
1

川
リ
川
汁i
L
3
改
善
に
つ
い
て

J
量
・
士

1

月
初
白
付
け
の
福
島
民
報
が
「
県
内
の
訪
問
介
護
事
業
者
輩
出
境
」
シ
あ
う
記
事
を
二

τ
ト
ぃ
ト
h
U
I
U
E

ゎ
I
l
-

4
f
p
r
掲
載
じ
た
。
訪
問
介
護
の
ポ
l
ム
ヘ
ル
パl
の
賃
金
や
処
遇
は
劣
悪
てi令
和
5

年
度
二
7

ー
トi
J

一-
J
E
-
-
­

t
q
凋
一
一
の
有
効
求
企
量
E
H

倍
ぷ
う
表
芸
人
呈
え
訪
問
介
護
事
室
吉
弘
二
一
一
民
間
】
現
在
一
日

ι
T

合
同
峰
、
言
が
赤
字
だ
。
留
に
は
主
本
報
酬
の
引
き
上
げ
が
求
め
ら
れ
た
の
に
占
宍
昨
年
二
石
限
さ
れ
て
い
る
学
校
司
書
の

-
E

，

r
4月
、
関
介
護
基
本
報
酬
を2
1
3
%

引
き
下
げ
た
た
め
に
、
年
、
県
内
の
訪
問
一
一
一
勤
務
時
間
を
、
壮
必
て
児
童
の

薗
噂
画
一
五
議
事
業
者
の
休
廃
業
時
前
年
の
倍
以
上
の
幻
件

k
な
っ
た
。

z
a

き
喜
吉
、
二
一
授
業
時
聞
で
あ
雪
品
問
ま
で

且
岬
』
司
士
紡
問
介
護
事
業
は
崩
壊
す

9
:

拳
業
者
は
懸
念
の
一
戸
を
あ
げ
、

J
E
方
包
蓄
に
竺
一
E
大
す
る
必
要
が
あ
る
。
週
ぬ

・

3

一
一
は
品
目
洋
同
川
門
十J
J
i
l
i
l
i
-
-
J
L
l己正
富
務
1

宇

1
5

配
置

暗
唱
圃
一
(
質
盟
市
と
し
て
、
基
本
報
哲
型
主
げ
を
男
議

?
3
5
暴
京
正
旦
一
時
現
喧
宅
雇
皇
毛
あ

刷
属
す
き
下
げ
与
さ
畠
業
所
の
減
収
分
を
補
填
し
た
新
潟
県
村
上
市
空
ぢ
な
事
業
者
の
二
会
書
委
員
会
が
果

E
t

l
川
J
Z

嘗
等
ぞ
い
(
手
立
モ
が
ま
一
主
ふ
告
白
な
い
か
一
一
一
け
B
t
左
中
f
E
1
1

て
れ
し
l
i
t
i
-
-
:ト
トh
j
ト
γト
-
l
u
-
-
l引
l
u
u
t
-
-
-
j
i
:
;
'

一
?
と
も
U
つ
ま
c
も
め
で
は
な
い
た

門
川
J

一
【
保
健
福
祉
し
部
】
本
市
の
紡
問
介
護
事
業
所
は
何
事
業
所
で
、
近
年
同
水
準
で
推
移
し
二
日
u
u
h
U
川
口
リ
ハ
バJ
B
Z

一
E
1叶
ぺ
汁
什
川
口
h
H
υ
パ
バ
汁
什
一

-
Z
H汁
八
一
日
-
1
\
3
什
]
汁
十
川
川
{
ァ
二
学
校
教
育
部
】
研
修
等
の
実

，
L
W
/
一
て
い
る
。
付
費
の
来
年
度
予
算
額
は
、
品
則
年
比

1

億
2
4
3
1

万
5
-千
円
増
の
日
億

て

2
1
4

，

f
f
u
z
J
E
-
-
1
1
4
f
d
l
t
ι
4

・

a
d
i
-
-

』

1

・

z
F
L
E
d
-
4

に
よ
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
一
活
用

・
・
・
・

1
6
9

万
9

千
円
で
あ
る
が
、
近
年
人
材
確
保
や
物
価
高
雄
等
の
状
況
も
あ
り
、
全
国
等
を
含
め
た
業
務
の
効
率
化
が

司
ヰ
司
市
長
会
を
通
し
て
固
に
対

L
て
「
地
域
や
サ
ー
ビ
ス
等
の
実
態
に
即
し
た
、
適
切
な
報
図
ら
れ
、
さ
ら
に
校
内
り
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
に
よ
り
、

図
書
・
2

酬
の
評
価
・
設
定
μ

を
と
要
望
し
て
い
る
。
学
校
司
書
部
勤
務
時
開
業
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
今
後
も
校
長
は
じ
め
、
司
書
教
諭
、
粗
当
教
員
、
図

書
委
員
な
ど
が
協
力
し
て
学
校
図
書
館
を
運
営
で
き
る
よ
う

指
導
す
る
と
と
も
に
、
勤
務
改
善
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

e

他
に
、
特
別
支
援
教
育
補
助
員d
学
校
生
活
支
媛
員
と
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

主ー

もにととしを守る

r 
』

市民の暮ら

ユ7之
叩h岬v、

。
ムV郡山市朝日一丁目 23-7

丁目 024-924-2500

U
F
 薗
号

よ
欄
特

だ
仙
一
間

会
一
一
日

議
一
一
一
州

市

、

学
校
教
育
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

(
1
)教
員
不
足
問
題

【
質
問
】
教
員
不
足
の
現
状
は
?

【
学
校
教
育
部
】2
0
2
5

年
2

月
1

日
現
在
、
教
員

の
未
配
置
は
、
小
学
校
四
校
お
名
、
中
学
校
m
校
ロ
名

一
の
計m
校
鈎
名
。
非
常
勤
の
加
配
教
員
を
活
用
し
た
り
、

一
校
内
で
校
務
分
掌
等
を
工
夫
し
た
り
し
て
い
る
。

一
【
質
問
】
教
員
不
足
の
最
大
の
原
因
は
、
教
員
の
働
き

一
方
・
待
遇
の
問
題
に
あ
る
。
教
職
調
整
額
の
若
干
の
ア

一
ッ
プ
な
ど
で
は
と
て
も
解
決
に
は
な
ら
ず
、
教
職
員
組

一
合
や
現
場
の
教
職
員
が
長
年
求
め
て
き
た
教
職
員
の
定
一
(

一
数
増
と
少
人
数
学
級
の
実
現
と
い
う
教
育
条
件
の
改
善
h

一
こ
そ
が
必
要
で
は
な
い
か
。
・

1

一
【
学
校
教
育
部
】
市
独
自
に
特
別
支
援
教
育
補
助
員
や
1

一

一
部
活

-
指
溝
員
、
複
式
学
級
補
助
員
な
ど
鹿
置
し
、
教
職
員

一
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
衛
生

h
r
h
v
L

一
推
進
会
識
を
年3
回
実
施
し
、
そ
の
協
議
結
果
を
全
校
に
発
信
し
、
各
校
の
校
内
衛

一
生
委
員
会
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
で
効
果
を
単
げ
だ
事

一
例
を
ま
と
め
、
各
学
校
の
参
考
に
す
る
よ
う
に
活
用
を
依
頼
し
た
。
教
職
員
の
定
数

一
改
善
に
つ
い
て
は
、
全
国
都
市
教
育
長
協
議
会
等
を
通
し
て
園
に
要
望
し
て
い
く
。

一
(
2〕
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
問
題

士
昨
年

U
R
、
週
刊
文
春
が
「
デ
ジ
タ
ル
教
育
で
日
本
人
が
パ
カ
に
な
る
」
と
い
う
衝
撃
一

一
一
的
な
特
集
記
事
を
掲
載
し
た
。
「
キ
ー
ボ
ー
ド
で
打
っ
た
方
が
-
フ
ク
に
字
が
書
け
る
」
と
一

土
紙
と
鉛
筆
を
使
か
な

ρい
た
め
に
、
「
筆
圧
が
弱
い
」
「
宇
が
汚
い
」
「
誤
字
脱
字
が
岨
唱
え
一

一
一
た
」
'
と
国
語
科
教
員
が
嘆
い
で
い
る
。
ま
た
、
内
科
医
で
宮
山
大
学
学
術
研
究
部
山
田
正
一

竺
明
准
教
授
は
バ
「
子
ど
も
は
ま
だ
前
頭
集
が
発
達
し
き
っ
て
い
な
い
た
め
、
我
慢
や
制
御

一
一
が
利
き
に
く
く
依
存
に
な
り
キ
す
い
」
と
ネ
ッ
ト
依
存
の
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
一

一
一
ら
に
、
「
2
0
0
6

年
か
ら
デ
ジ
ヲ
ル
教
育
を
推
進
し
た
ヌ
ウ

z
l
デ
ン
で
は
(
中
略
)
一

一
P
I
S
A

で
の
順
位
が
急
降
下
し
、
今
年
(
2
0
2
4年
)
に
な
っ
て
紙
の
教
科
書
を
豆

一
配
布
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

T
'
t
f
t
t
t
'

ー
'
B
1
1
1
t
t
g
e
B

』
』

t
f
S
I
B
-
-
'
E
B
3
2

』
l
B
E
S
E
t
-
-
3
1
1
t
t
a
t
-
-
1
5
5
0
1
1
'
l
i
t
-

【
質
問
】
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
佑
充
は
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、

デ
ジ
タ
ル
教
育
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
h

研
究
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。

【
学
校
教
育
部
】2
0
2
5

年
2

月
、
中
教
審
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
紙
一
の

教
科
書
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
一
に
つ
い
て
「
『
2

項
対
立
』
で
な
く
、
ど
ち
信
の
良
さ

も
考
慮
し
つ
つ
、
・
・
学
校
や
児
童
生
徒
の
実
態
等
に
応
じ
て
適
切
に
取
り
入
れ
、

生
か
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
に
立
つ
べ
き
」
と
の
ベ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
質
問
縞
査
で
は
、

I
C
T

機
器
活
用
の
有
効
性
が
証
糾
明

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
進
化
す
る
デ
ヅ
タ
ル
教
材
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う

教
員
研
修
の
充
実
を
図
り
た
い
。

の
改
善
に
つ
い
て

(
1
)
級
地
指
定
に
つ
い
て

回
生
活
保
護
費
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
三
全
国
の
市
町
村
は
一

6

区
分
さ
れ
、
郡
山
市
は
下
か
ら
2

番
目

(
5番
目
)
の
一

3

級
地
ー
ー
に
属
し
て
い
る
。
他
市
と
の
比
較
で
言
え
一

ば
、
信
島
市
は
2
絞
地
1
1
(
3

番
目
)
に
属
し
、
中
核
一

市
で
3

級
地
に
属
す
る
の
は
、
郡
山
市
と
い
わ
き
市
、
ル
一

戸
市
の
3

市
し
か
な
い
。
2

級
地
1
1

と

3

級
地
1
1

で
一

は
、
支
給
額
に
9
%

の
較
差
が
あ
る
占
い
わ
れ
て
い
る
@
一

に
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば

【
質
問
】

一
な
ら
な
い
の
で
ば
な
い
か
。

一
【
品
川
市
長
】2
0
2
1

年
か
ら
4

度
に
わ
た
っ
て
厚
労
省

一
に
市
と
し
て
文
書
要
望
し
て
き
た
。
2
0
2
2

年
8

月
、
・2

一0
2
3

年
7

月
に
は
市
長
自
ら
社
会
・
援
護
局
長
へ
直
接
要

吉
一
を
行
っ
た
。
今
年2
月
凶
日
に
は
‘
福
島
県
を
通
じ
て
、

一
級
地
区
分
・
制
度
の
見
直
し
等
の
意
見
を
提
出
し
た
。
し
か

一
し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
国
か
ら
見
直
し
の
通
知
が
な
い
。

一
戸2
)
自
家
用
車
の
保
有
と
通
院
時
の
移
送
費
に
つ
い
て

一
【
質
問
】
自
家
用
車
の
保
有
と
通
院
時
の
移
送
費
支
給
民
つ

一
い
て
の
現
状
と
改
善
の
方
向
性
は
。

一
同
保
健
福
祉
部
芥
】
自
家
用
車
の
保
有
に
つ
い
て
は
、
「
障

一
害
者
の
通
院
等
や
、
公
共
夜
通
機
関
の
利
用
が
著
し
く
困
難

一
な
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
の
通
勤
及
び
通
院
等
に
利
用
す

一
る
場
合
な
ど
」
に
は
認
め
て
い
た
が
、
昨
年
ロ
月
の
厚
労
省

一
よ
り
「
保
有
が
認
め
ら
れ
た
自
動
車
に
う
い
て
は
、
日
常
生

一
活
に
不
可
欠
な
買
い
物
等
で
の
利
用
を
認
め
る
」
通
知
が
出

一
さ
れ
た
。
必
要
と
す
る
方
に
必
要
な
保
護
を
適
用
し
て
い
く
。

一
通
院
の
移
送
費
に
つ
い
て
は
‘
「
居
住
地
等
に
比
較
的
近

距
離
に
所
在
す
る
医
療
機
関
に
限
ら
れ
」
て
お
り
、
仙
は

「
個
別
に
内
容
を
審
査
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
通
院
に
要
す
る

を
給
付
」
し
て
い
る
。
2
0
2
2

牢
度
は
述
べ
1
3
0

2
0
2
3

年
度
は
述
べ
1
3
6

件
の
、
給
付
で
あ
る
。



(2) 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の
現
物
給
付
に
つ
い
て

遠
藤
議
員
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

白
骨
閣
船
団
四
間
憶
は
ほ

【
遠
藤
】
実
家
の
相
続
の
手
続
き
等
、
高
齢
者
の
多
く
は
認
知
機
能
も
衰
え
、

法
律
的
な
手
続
き
も
苦
手
で
行
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
と

し
て
支
鑑
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
伺
い
ま
す
。

【
保
健
福
祉
部
】
高
齢
者
の
権
利
擁
護
を
目
的
と
し
て
、2
0
2
2

年
4

月
に

郡
山
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
七
た
。
今
年
度
は
同
セ
ン
タ
ー

を
中
核
機
関
と
し
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ヲ
l

ク
を
構
築
し
て
支
援
体
制
を
強
化

し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
判
断
能
カ
の
低
下
し
た
方
の
支
援
や
将
来
の

備
え
に
役
立
つ
周
知
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
3
月
四
回
に
は
市
民
セ
ミ
ナ
ー
を

，
開
催
予
定
で
、1
0
0

名
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ず

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
l

ト
「
わ
た
し
の
未
来
ノ
l

ト
」
を
毘
布
し
、
情
報
発
信

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
の
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
充

実
と
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
遠
藤
】
郡
山
市
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
受
給
者
の
約
半
数
が

高
齢
者
で
す
。
介
護
す
る
ご
両
親
の
高
齢
化
に
よ
り
、
現
物
給
付
の
要
望
は
一
層

切
実
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
国
に
対
し
て
国
民
健
康

保
険
制
度
の
国
庫
負
担
金
・
調
整
交
付
金
減
額
措
置
の
廃
止
を
求
め
て
き
た
と
伺

っ
て
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
の
進
捗
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
ワ

【
保
健
領
祉
郷
】
国
に
対
じ
て
全
国
市
長
会
を
通
じ
た
要
望
や
、20
2
4

年
7

・
月
に
は
品
川
市
長
が
厚
生
労
働
省
へ
直
接
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、20
2

4

年
9

月
に
は
福
島
県
に
対
し
て
も
財
政
的
支
援
を
求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た

が
、
現
時
点
で
国
や
県
か
ら
の
対
応
策
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
継
続
し
て
要

嘉
し
て
ま
い
り
ま
す
。

の
支
援
に
つ
い
て

市議会だより

【
子
ど
も
部
】
郡
山
市
で
は
、
子
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
団
体
に
食
材

購
入
支
援
と
し
て
商
品
券
を
提
供
し
、
フ
ー
ド
パ
ン
ト
担
!
や
体
験
活
動
の
経

費
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
更
に
、
財
政
的
な
支
援
の
み
な
ら
ず
、
.
「
地
域
の

子
ど
も
遣
を
、
住
民
や
企
業
な
ど
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
支
援
企
業
の
獲
得
や
食
材
提
供
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
つ
ぷ
が
る
子
ど

も
食
堂
の
周
知
啓
耳
慣
な
ど
、
子
・
ど
も
食
堂
が
持
続
的
か
つ
安
定
的
に
運
営
を
続

一
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
の
輸
の
拡
大
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

サ
ー
キ
ユ
ラ
I

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
に
γつ
い
て

【
遠
藤
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
余
剰
食
材
や
公
園
や
街
路
樹
の
勢
定
枝
、
一
青
果
卸
売

市
場
の
売
れ
残
っ
た
野
菜
等
を
原
材
料
と
す
る
有
機
肥
料
化
施
設
を
市
と
し
て
保

有
す
ベ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

【
環
境
部
】
河
内
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施
設
の
建
替
え
に
あ
た
り
、
一

「
ご
み
を
資
源
」
，
と
す
る
資
源
循
環
と
サ

1
キ
ュ
ヲ
1

エ
コ
ノ
ミ
ー
社
会
の
矯
築

を
目
指
す
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
ま
寸
。
さ
ら
に
、
農
業
分
野
で
の
熱
源
利
用

や
二
酸
化
炭
素
の
再
利
用
、
生
ご
み
の
パ
イ
オ
マ
ス
資
源
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
肥
料
化
施
設
の
新
設
に
つ
い
て
は
関
係
部
局
と
連
携
し
、
情
報
収
集
や
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

保
育
土
の
配
置
基
準
に
基
づ

き
、
置

L
て
い
ま
す
。
本
年
2

月
1

日
現
在
、
正

2
1
6

名
、
十
任
用
職
員

1
3
2

名
(
常
勤
換

算
1
5
7

・
6

名
)
が
毘
置
さ
れ
て
お
り
、
正
規
職
員
の
比
率
は
約
問
%
で

す
。
今
後
の
保
育
士
採
用
に
つ
い
て
は
、
児
童
数
の
減
少
や
公
立
保
育
所
の

廃
止
予
定
、
希
望
す
る
働
き
方
の
多
様
化
を
踏
ま
え
、
適
正
な
職
員
の
採
舟

に
努
め
ま
す
。
2
0
2
4

年
度
に
は
、
保
育
士
の
人
件
費
と
し
て
約
お
億

4
、

0
0
0

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

郡
山
市
社
会
福
証
協
議
会
の
給
与
制
度
の
改
定
に
つ
い
，
て

【
遠
藤
】
給
料
表
改
定
や
期
末
・
勤
勉
手
当
の
改
正
が
寛
送
ら
れ
、
寒
冷
地
手
当

=
も
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
市
職
員
と
の
待
遇
の
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
嘱
託

=
職
員
の
年
齢
加
算
の
廃
止
や
印
歳
以
上
の
職
員
の
昇
給
停
止
も
行
わ
れ
ま
す
。
協

二
議
会
の
収
支
赤
字
が
理
由
で
す
が
、
協
鶏
会
は
地
域
福
祉
の
重
要
な
役
劃
聞
を
果
た
「

二
し
て
お
り
、
市
職
員
に
準
じ
た
処
遇
を
維
持
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
一

=
市
か
ら
の
補
助
金
を
婚
や
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

ニ
【
保
健
福
祉
部
】
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
市
内
め
社
会
福
祉
活
動
を
担
う
法

月
=
人
で
あ
り
、
市
は
例
年
、
同
協
議
会
の
要
望
を
踏
ま
え
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

春
=
ま
す
。
な
お
2
0
2
5

年
度
の
予
定
補
助
金
額
は
約
1

億
2

千
万
円
で
す
。
ま

押
=
た
、2
0
2
5

年
度
に
は
市
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
M
事
業
に
計
2

億
2
千
万

ω
=
円
程
の
予
算
を
一
計
上
し
て
い
ま
す
。
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